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都市化過程にある地方都市の

フィジカノレ・レクリエーシヲンに関する事例研究

英宏士
ロ永東京大学

慎四郎橋江東京大学

1人当り家計費

の増大等生活水準における都市一農村の平準化

がなされ、余暇活動.なかでもスポーツ活動参

加の基盤が整えられつつあるかに見える 1)

は増大し.耐久消費財の普及.研究の目的

本研究の目的は、都市化過程にある地方都市

の住民の余暇活動、特にスポーツ活動が都市化

の進行に伴なって都市内部に共存している農村

地区、市街地区という地域的性格をどのように

。

それとともに、都市化の進行

による耕地面積の停滞または減少.核家族化の

進行、結果としての兼業化とそれによる農業外

しカミしなtJ'ら.

反映しつつ変化しているかを.特に良村地区に

注目して市街地区と対比しながら明らかにする

所得の増大.農業労働I二おける労働1強化、労働

力の老齢化、女性化等の問題があらわれている

ことである。そのため、農村地区の人々の余暇

活動について図 1のような説明図式を作成し.

ことにも注目する必要があるn それゆえ.その

ような背景を持って獲得された生活水準の都市

化.平準化は「生活のゆとりJI二容易に結びつ

今回の調査の対象である小山市を市街地区と農

村地区にわけで分析を加えたp

都市化の進行に伴ない、農家においても所得

P 110 1)勝村茂他「地域社会」昭 48年、

余暇活動の貧困

スポーツ

実施率が

市街地K
比較して

低い

生

-P

の

と

足

視

ゆ

不

重
観
一
の
の

働
活
一
活
感

労

，

生

教養娯楽費が

少ない

余需要時間量が

少まい生
活
の
ゆ
と

b
の
不
足

都

市

化

の

進

行

耕
地
面
積
の
減
少

生活水準の

都市化、平準化

臨明図式(都市化が農村のスポーツ実施に与える影響)

3-

図1



くものでなく.まさに「生活のゆとり」に支え

られる余暇活動への欲求.余暇活動や余暇のス

ポーツ実施において農村地区と市街地区の聞に

格差が生じるのではないか。つまり、農村には

農業という直接自然を対象とする生活が核とし

てあり.先に述べた「都市化が島村に与える諸

現象iが.その核を中心として発生する島村的

生活様式を変化させえないばかりでなく「生活

のゆとり」の側面をさらに圧迫する面もある以

上.都市化の進行は余暇活動における自村ー市

地点、を決定、次l二各抽出地点から住民登録台帳

によって一定の抽出間隔で最終標本を抽出する

という副次抽出法を用いた3L 調査票は小山
市社会教育課を通して調査対象に配布されたn

割当て標本数と回収標本数は次のとおりである。

634 

1 5 0 0 

有効回収標本数(率)

41 3 ( 6丘1) 

9 4 7 ( 6 3.1 ) 

街聞の品全を必ずしもなくするものでなく、行 E 小山市の都市化

政的に都市といわれる中においても.それぞれ

の地域特性に注目して地域住民のスポーツ・レ

クリエーレョシ施策を考慮すべきである、とい

う問題意識から今回の研究は出発している。そ

のため.昭和 39年. 4 5年の 2度に渡って実

施する機会を得た都市化過程にある地方都市栃

木県小山市の住民の余暇活動の内容や欲求等に

関する調査結果について. 4 5年調査を中心と

して上述の説明図式に従がって分析を加え.さ

らに一部 39年調査との比較を試みることによ

って患村地区と市街地区の聞にみられる「余暇

活動.特に余隈におけるスポーツ実施Jの格差

の状況を明らかにしようと試みた。なお、 3 9 

年調査に関しては、すでに江橋、池田両氏によ

って詳細な報告書が出されており、分析に際し

てはそれを参考とした。 2)

E 調査の方法

調査は質問紙法によ唖て昭和 3 9年 9月と 45

年 4月に行なった。調査の対象は.標本抽出時

点で小山市に在住ナる満 18才以上男女。

抽出の方法は.両調査とも.まず小山市を市

街地区と農村地区に層化し.小山市の市街と彦

村の人口比率を考慮しながら確率比例的に抽出

2) 江橋.池田他「小山市のスポーツおよびレ

クリエーレョシに関する調査報告書」昭 40年

最初に今回の調査対象である栃木県小山市に

ついて都市化の観点から若干の考察を加えてお

く。

小山市は.栃木県の南部に位置し.関東の米

どころといわれる肥沃な水田地帯を持つ摩村都

市として.また東北本線、両毛線.水戸線の 3

線が交錯する交通の要所として発展して来た。

しかし.昭和 37年 6月の首都圏整備委員会に

よる市街地開発区域指定.小山市街開発組合の

設立.工業団地の造成等々の事業により.近年

東京の工業衛星都市として栃木県下屈指の工業

都市としての発展をとげつつある。

(1) 人口の増加

表 1は小山市の人口動態を表わしている。

第 1回調査時の翌年.国勢調査年度 40年度

の小山市の総人口は 9O. 6 3 2人であった。し

かし 2回目の調査時 45年には 10 5. 3 4 6人

となり栃木県下では宇都宮、足利両市に次ぐ人

口規模を示している n しかも.この聞の増加率

は 16. 2 ~らであり.宇都宮市の 1 3.4%を上回

って県下で最大の増加率である。また、このう

ち社会増は 19， 2 3 2人であり.これは小山市

全人口の 18. 3幌、を占め県下では最大の割合を

示している。人口密度や人口の増加に相反した

3) 安田三郎「社会調査の計画と解析」

昭 45年 P17 
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r 1世帯当り人員」の減少は都市特有の核家族 団地」の設立、それに伴なう企業の誘致成功‘

化の傾向のあらわれといえよう。

表 1 小山市の人口動態 4) 

840年 845年 備 考

総人口 90，632 105，346 21位位足守司示堀而3101231 
56，904 

増加率* 8.6私 16.2% 2位宇都宮13.4%

人口指数 108.8 126.2 835年100

人口密度 521.s/i必4606.ゐ/J.K1l835年480.3/:水量

は|社蹄会溜増**
4.74 4.21 835年5.4

1(91，82.332 )qb 2位宇都宮16.2%

* 840年度の増加率は35年時よりのもの 45 
年は 40年時よりの増加率

事事 840年1月以降小山市に他市町村.県.固から移
住してぎた者、%は総人口に占める割合

さらに 37年の首都圏整備委員会による「市街

開発 7ヶ年計画Jの発表など小山市は飛顔的に

農村的都市からの脱皮をとげつつあり.工業製

品の出貨額も大I憶な増加を示している(図 3 ) 

出貨額
200 

数場工a
F
 

dz 

100 

(2) 産業構造

次に.この都市化の傾向を産業構造の側面か

らみてみると、第 1次産業(小山市の場合その l 〆

9 9 %は農業)従事者の激減と第 2次・第 3次

産業従事者の増加という.いわゆる都市的人口

率の増加の過程にあることがわかる(図 2)。

第 1次産業 第 2次産業 第3次産業

48.7 2 1.7 29.6 

39.4 3 O. 3 3 0.3 

， " 

29.4 38.0 

図2 産業別人口比

第一次産業から第 2次、第 3次産業への人口

移動は、その背景として商業、工業の発展、農林

業などの後退が考えられる。 36年 3月「小山

市街開発組合Jの設立、周年 4月の「小山工業

4) 人口動態に関するデータは「昭和 45年
度国勢調査報告・第 3巻その 9.栃木県j
によるものである。以下.特に示きないか
ぎり、小山市の都市化に関するデータは.
すべてこの報告書による。

5) 3 5年データは.江橋、池田両氏による

報告書「小山市のスポーツおよびレク Pエ
ーνョシに関する調査報告書J昭和 40年

a M M a a ~ u ~ a 
図5工業製品出貨額・工場数・従業員の推移 6)

小山市の薦業は従来虜村対象であったために

活発な動きはみられなかったが、上述したよう

な人口の増加.集中、工業の発展により徐々に

その性格を変容してきている@流通機構の変革

に伴なう大型居舗の出現、専門店化.チェーγ化

などの流通の近代化が促進されつつあり図4にみられる

とおり年間商品販売額も飛躍的に増大している。

販売額
700 

側

鵬

制

制

御

m

従業員数
商庖数

図4 商庖数・従業者数・年間商品販売額の推移

6) この図に用いたデーターは.小山市統計局に
よる町、山j市制 15勝年記念誌昭 44
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(3) 農村的機能要素の後退

きて.工業衛星都市として農村的都市から大

きく変貌をとげつつある小山市において.重量業

は 45年現在.なお就業者人口の 29. 1 %‘戸

数で 29.4幌、を占めて依然として小山市の産業

に大きなクエイトを占めている。しかし.工業

都市化K伴走い必然的に若い労働力は農業外就

業に移行し、また工業用地.宅地造成等による

耕地面積の減少と島業の零細化.兼業化が日を

追うごとに強まる傾向にある。

表 2は彦家戸数の推移をみたものである。 35

年を 100とすると.農家戸数全体では 40年

9 6. 4 5年 93と減少はわずかであるが、そ

れに対して専業彦家戸数は 40年 53. 4 5年

2 7であり急激な減少傾向を示している。逆に.

表2 農家戸数の推移

S 35 40 

屋書家戸数 7.580(100) 7.3p8(96) 7.094 (93) 

専業患家戸数 3.594(100) 1.900(53) 959(27) 

兼業屋書家戸数 3986(100) 5.408(135) 6l35(154) 

兼業唐家戸数は 40年 13 5. 4 5年 15 4と

大幅な増加を示している。しかも.専業患家の

減少は 1戸当りの耕地面積の増加にはつながら

ず(3 5年1.3 3 ha. 4 0年1.31ha.43年

1.3 1 h a).結局農家は経営規模を停滞させたま

ま兼業化を強めることにより都市化に対応して

いるのであり.そこから、唐家戸数の減少率の

相対的停滞や老齢化、女性化といった問題がひ

きおこされている7Lまた、兼業化は核家族化
とあいまって農家の労働力の減少による農業の

労働強化の一因となっている。

表 3は農業就業者人口.年齢階級別車業就業

者人口であるが、農業就業者の減少、老齢化の

状況を表わしている。

7) 勝村茂他「地域社会」昭 48 P113 

表3 農業就業者数とその年令構成

S 4 0年 S 4 5年

農業就業者数 17.274 (39.2私) 15.58 3 ( 29.1私)

1 0代 629 ( 3.6私) 443( 2.8%) 

2 0代 2.574(14.9私) 2.151 (14.0帯、)

3 0代 4.5 1 6 (2 6.2'弘) 3.176(20.4払)

4 0代 4.070 (23.5帯、) 4.521 (29.1%) 

5 0代 3.059 (17.7私) 3.040 (18.8払)

6 0- 2.396(13.8明、) 2.252 (14.4%) 

IV/調査の結果

このような都市化過程にある小山市住民の余

暇活動に関する調査結果は以下のとおりである。

図 5は.ふだんよく行う余暇活動を多肢選択法

でたずねたものである。男女とも農村地区が昼

寝・ゴロ寝に高い値を示している。

男は 53. 0 % - 3 4. 4 %、女は 4O. 2 %-

1 8.5 %といずれも O.1 %水準で有意な差があ

表4 基本的項目 (S4S) 5) 

項目 カテゴリ← 市街地区 農村地区

ピ
男 女 男 女

性別
395 345 100 107 

26 23 7 9 1 0 代 ( 6.6) ( 6.7) ( 7.0) (8.4) 

代
126 105 22 

w担i2 0 ( 31.9) (30.4 ) 1(22.0 ) 

年令 3 0 代
95 83 

(22盟1i l.!.m (241) (24.1 ) 

代
71 73 17 26 4 0 
(18心) ( 212) (17.0 ) (24.3 ) 

(19757 ) 
61 33 

(29註5 0 ~ (17.7) (33.0) 

小・中
150 143 60 69 
(38.0 ) ( 414) (60.0 ) (64.5 ) 

高・!日中 163 
168 28 26 

(41.3 ) ( 48.7) (28.0 ) (24.3) 
学歴

72 22 3 2 大・旧高 (182 ) ( 6.4) ( 3.0) ( 1.9) 

明
10 12 9 10 不 ( 2.5) ( 3.5) ( 9.0) ( 9.3) 

る。スポーツ・軽い運動は男女とも市街地区が

高い値を示している(男 19. 5私一 8.0%.女

4.3%-0.9%)ものの有意差はみいだせない。
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男
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表5.

39 

市男

農男

市女

地区別にみたスポーツの

実施程度(%)539 

N よぐやる 時々やる
あま91>全然やら
らまh 在い

105 15.2 45.7 19.0 16.2 

83 10.8 24.1 25.3 33.7 

107 2.8 28.0 28.0 37.4 

轟女 100 2.0 8.0 27.0 57.0 

ふだんの余暇活動 (545) 

50 100偽)

しまい

無言E

3.8 

6.0 

3.7 

6.0 

関6. 地区別にみたスポーツの実施程唐

しかし.余暇におけるスポーツ実施の度合を 4

段階評価尺度でたずねると(図 6)市街地区の

男が「ょくする+時々するJ(二 29. 8 ~もの割合

を示し.~豊村地区の 1 8.0%を上回っており 5

領、水準で有意な差を示している。女は市街、農

村地区ともに低い実施率であり差はない。この

傾向は 3 9年調査でも同様である。質問形式が

若干違うため正確な時系列比較はできないが.

余暇活動全体においては休息・マスコミの接触

に患村地区男が 1qも水準の有意差を示して市街

地区男を上回ヲているO 余暇のスポーツ実施に

おいては男女とも O.1 qも水準の有意差を示し.

市街地区が虜村地区を上回って高い実施率を示

している(表 5) 

次に.スポーツをしない理由をたずねたのが

表 6である。 「嫌いだからJとする者は男は

1 7. 9 qもー 5.2私(O. 1 %水準で有意).女は

1 3. 0私一 5.8 qも(5 %水準で有意)と男女共

通して農村地区が高い値を示している。さらに

「体によくないJでも重量村地区男が市街地区男

を上回っている( 1 O. 3 %ー 1.2弘. 0.1%水

準で有意)。逆に. 「機会がないJでは男女共

通して市街地区が農村地区を上回っている(男

1 8.8 % -2.6弘、女 24.6 % -6. 5明、.いず

れも O.1 %水準で有意)。次に. 「嫌い+体に

よくない」をスポーツ参加意欲が低いもの.す

-7-



表6 スポーツをしない理由{スポーツをしない群のみ集計)545 

N きらい 伸二よくない 時慌たし 金なし 相場所手なし
指導者 機会なし その他 無記
いない

市男 250 5.2 1.2 34.4 O. 8 14.4 1.2 1 8. 8 8.4 15.6 

農男 78 1 7. 9 r O. 3 35.8 0.0 6.4 1.3 2.6 6. 4 1 9. 3 

市女 276 5. 8 3.3 25.4 1.1 14.5 2.2 24.6 9. 8 1 3. 3 

農女 9 2 13.0 9.8 34.8 1. 1 12.0 4. 3 6.5 5.4 13.1 
'----

表 7 スポーツをしない理由(スポーツをしない群のみ集計)539 

39 N きらい 体によくない 時間なし 相手場所なし 機会なし その他 無記

市男 3 6 5.6 1 6.7 3 0.5 8.3 13.9 13.9 1 1.1 

農男 50 14.0 2.0 42.0 8.0 10.0 14.0 10.0 . 
市女 68 7.4 O. 0 5 1.5 1 1. 8 14.7 8.8 5.9 

E妻女 85 10.6 4.7 44.7 3.5 12.9 1 4.1 9.4 

なわち.機会や場所.時間等の条件が満たされ

ても容易l二スポーツ実施i二結びつかないものと

して捉え比較ナると、男女とも農村地区が市街

地区を上回っており O.1唱、水準で有意な差がみ

られる。 3 9年調査においては.男女とも「嫌

いだから」とするものは彦村地区に多く. r体

によくない」とするものが 45年とは逆に市街

地区に多いという若干の傾向がみられるものの

いずれも有意な差ではない(表 7)。

以上の結果をマトメてみると、 E喜村地区の人

々は市街地区の人々l二比較してスポ←ツ参加意

欲が低く.スポーツの実施率も低い.逆に昼寝

やプロ寝の休息的活動が高いという結果となっ

た。しかも.この傾向は 3 9年調査時も同様で

あり.いいかえれば.先に表 1等でみた都市化

の諸現象は余暇活動における市街息村のこの格

差を必ずしもなくするものでなく.スポーツ参

加意欲に関していえば.その格差を増々助長す

表8 小山市のスポーツ接興への提言545

N くらしのゆとり ひまな時間 場所や施設 仲ク間ラやプ 指導者 大会・行事 その他 無記

市男 3.95 9.4 4.8 4 9.1 8.4 6.6 8.4 1.5 1 1.9 

農男 100 24.0 7.0 22.0 9.0 5. 0 12.0 4.0 

市女 345 7.8 4. 1 45.8 10.7 5.8 5.5 0.0 2 O. 3 

農女 1 0 7 26.2 6.5 1 4.0 10.3 1 1. 2 6.5 0.9 24.3 

表9 小山市スポーツ振興への提言539

39 N くらしのゆとり ひまな帽習 場所や施設 件ク閣ラやブ 用具 f醤轄 大会・行事 その他 無記

市男 105 24.8 8.6 35.2 3.8 O. 0 1 5. 2 4.8 0.0 7.6 

慶男 83 42.2 9.6 1 9.3 1.2 2.4 3.6 6.0 。。 1 5. 7 

市女 107 27.1 8.4 27.1 9.3 0.0 9.3 5.6 O. 0 1 3. 0 

農女 1 0 0 39.0 13.0 16.0 3.0 2.0 6.0 30 1.0 1 7.0 
4 
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る結果となった。

くらしのゆとり

それでは.農村地区と市街地区の間のこのよ

うな差はどうして生じたのであろうか。

表 8は、小山市のスポーツ活動をさかんにす

るために現在最も必要なものはなにかをたずね

たものである rくらしのゆとりJとするもの

は男女とも夢村地区が上回っている(男 24. 0 

私一 6.8払.女 26. 1 qドー 7.8払.いずれも0.1

%水準で有意)。これに対し「場所や施設」と

いう直接的条件の満足を望むものは市街地が多

い(男 49. 1私-2 2. 0 %、女 45.8 % - 14.0 

私、いずれも O.1 %水準で有意)。

しかも. rくらしのゆとり」と「場所や施設j

にみられる差違は 39年調査においても同様で

あり rくらしのゆとり」は男 42.0私一 24.8

%、 5弘水準の有意差、女 39. 0 % -2 7. 1 %‘ 

1 qも水準の有意差で男女とも農村地区が高い割

合を示し. r場所や施設」は市街地区男が 35.2

qもで農村地区男の 19. 3 qもを上回って 5%水準

の有意差を示している。また「指導者」をあげ

るものも市街地区男子に多くなっている(市街

男 15. 2私← 3.6%島村男、 5%水準で有意)

(表 9)。このように.市街地区の人々は「場

所や施設J. r指導者jなどのスポ←ツ活動の

直接的条件の満足.農村地区の人々は「くらし

のゆとりj というスポ←ツ活動の根底的基盤の

満足を望む者が多いという結果が得られたo こ

のような参加条件の違いが先のスポーツ意欲.

ひいてはスポーツ実施の格差を導いたのではな

いかと考えられる

そこで.表10 1カ月の休める回数S45

「くらし

のゆとり」

を構成す

るファク

タ←とし

市男

E喜男

市女

農女

N 

395 

100 

345 

107 

4日ιL上 3日以内 無記
60.5 32.2 7.3 

45.0 40.0 15.0 

41.2 45.2 13.6 

38.3 43.0 18.7 

て、今回、 「休暇、休日.平日の余暇時間量J• 
「生活観j、 「教養娯楽費Jをとりあげた。表

1 0は 1カ月の休める日数をたずねたものであ

る。 r月 4日以上jと答えたものは市街地区男

6 0.5 %、農村男 45. 0 %であり 5qも水準の有

意差で市街地区男が上回っている。女には顕著

な差はない。次に.そのような休日に本当にく

つろげる時聞は何時間あるかをたずねると(表

1 1 ). 3時間未満とするものは男女とも農村

地区に多く(男 O.1 %水準で有意、女 5%水準

表 11 休日余暇時間量S45 

N 未3醍調満 未5庶育満問 未71庭菜請罰 以7府議上皐 無記

市男 395 4.8 14.7 25.1 40.0 15.4 

E喜男 100 14.0 15.0 20.0 20.0 31.0 

市女 345 12.5 24.6 20.0 22.9 20.0 

農女 107 17.8 18.7 14.0 11.2 38.3 

で有意 ).7時間以上とするものは市街地区の

男子に多い(1 %水準で有意)。最後に、平日

の余暇時間量をたずねたのが表 1 2である。 3

時聞を境としてこれをみてみると、 3時間以上

とするものは男女とも市街地区に多い(男 5%

水準で有意、女 1%水準で有意)。しかも.こ

の傾向は図 7をみてもわかるとおり-2 9才ま

での若い層に男女とも多い。 39年調査Kおい

ては、休日数や休日余暇時間量に関する質問項

目はない。平日余暇時間量に関しては.市街地

区一彦村地区の聞に有意な差は怠かった(表13)。

都市化の進行にともなう兼業化や核家族化の影

響はまず庫業外就業の人達によっては余暇が農

作業によって消費され、一方星雲業就業者にとっ

ては、少ない労働力による過重労働となってあ

らわれ、市街地区の人々に比較して.時間的な

側面からの「生活のゆとり感」の不足を持たら

すのではないか。
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表 12 平日余暇時間量S45 

N 111欄茄詣 2時間調首

市男 395 2.5 1 1.4 

E喜男 100 2.0 18.0 

市女 345 1.2 7.8 

息女 1 0 7 0.0 17.8 

表 1る 平日余暇時間量S39 

N 2時間剥甫 3時間新首

市男 105 27.6 3 1. 4 

彦男 83 21.7 3 1.3 

市女 107 26.2 23.4 

彦女 1 0 0 27.0 27: 0 

3時間指詣 4醍if'dl剰詣

23.5 24.6 

24.0 1 4.0 

24.9 22.6 

25.2 1 2.1 

4時間指首 59嫡嫡

2 1. 9 12.3 

2 5. 3 9. 6 

2 0.6 14.0 

2 1. 0 1 1.0 

4開献上

2 1.3 

1 5.0 

24.3 

1 5.9 

5時間以上

5.7 

9.6 

1 3. 1 

12.0 

無記

1 6.7 I 

27.0 

1 9.2 I 

29.0 

無記

1.1 

2.4 

2.8 

2.0 

と「仕事の許す範

囲で遊ぶ」を仕事

重視の生活観「余

暇を積極的に過す

ことは仕事のため

にもよい」と「余

暇こそ人生の目的j

を余暇重視の生活

観として比較する

と、農村地区男が

仕事重視の余暇観

において市街地区

男を上回っている

(男 43. 0私一

図7 平日余暇時間5時間以上

60 <<J 20 (女) (%) C男，) 20 40 

3 o. 6偽. 1 %水準で有意)。女には顕著な相

違はない。しかし、 「余暇こそ人生の目的」と

60 表 14 余暇観S45 

仁コ市街 医麹農村

このように.唐村地域の人々にとって都市化

は直線的な余暇時間量の増加にはつながらず.

兼業化や核家族化の進行による庫業労働力の減

少によってかえって島業労働は激しいものとな

る。そして.それはかえって労働重視の生活観

を強くするのではないか。表 14は余暇ー労働

観をたずねたものである。 r遊ぶひまに仕事」

N 遊にぶ仕事ひま 鴇白老 事会に暇のもたはよ仕めい そヲのーご人H目匹率生的、， 無記

市男 395 2.0 28.6 44.8 15.4 9.1 

彦男 100 3.0 40.0 26.0 18.0 13.0 

市女 345 2.9 32.2 41.5 11.6 11.9 

重量女 107 5.6 27.1 33.6 23.4 10.3 

するものをみると、患村地区が市街地区を上回

って高い値を示している( 2 3. 4 % - 1 1. 6偽.

1私水準で有意)。この結果は. ~書家の女性の

労働1の激しさから考えて意外な感があるが.

表 15によって年代別にこれをみると.量豊作業

の主な担い手となる 30 - 4 9才の女性が最も

高い値(O. 1 %水準で有意)を示し.それに対

して 10代. 2 0代は低い値である。このこと

から労働が激しく余椴をとりにくい状況にある

からこそ.逆に極端な余暇志向を示したものと

も解釈できる。 3 9年調査においては、 「収入

志向.余暇志向Jをたずねたのであるが(表16¥

収入より余暇を望むものは、市街地男に多かった。
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表 15 年代別女子・余暇=人生の目的S45 V 総 括

以上、 「市
-19 -29  四-39 -49  内-59 60-

市 星雲 市 彦 市 星雲

N 23 9 105 21 83 19 

斜霞こそ人生の目的 21.7 0.0 13.3 4.3 4.8 36.8 

表 16 収入志向とヒマ志向S39 

39 N 収入よりヒマ ヒマより収入 わからない

市男 105 46-.7 3 1. 4 1 1. 4 

摩男 8 3 24.1 49.5 1 4.5 

市女 1 0 7 29.9 34.6 2 0.6 

息女 1 0 0 4 0.0 30.0 2 1. 0 

最後K、 1カ月の教養娯楽費をたずねたので

あるが、 とれは農村一市街間κ差がみいだせ左

かった。兼業化κょb農業外所得は増加し、消

市

73 

16.4 

無記

1 O. 5 

1 1. 9 

15.0 

9. 0 

3. 

彦

26 

30.8 

街地区」と
市 星雲 市 彦

「農村地区」

の余暇活動、
32 14 29 18 

9.4 28.6 6.9 16.7 
なかでも余暇

Kなけるスポ←ツ実施Kは

1. 都市化の進展κもかかわらず格

差があ 11r農村地区」は「市街地
区Jvc比較して、スポーツ実施率
は低〈、逆Kゴロ寝等の休息活動

が多くなっている。

2. そして、とれは経済的側面の都

市化ではとらえられない「生活の

ゆとり感」の不足かち来たものである。

しかも、との f生活のゆとP感Jの不足

は、都市化過程にある農村のまさにその現

実から来たものである以上、都市化の進展

Kよって必ずしも解消するものでは念い。

費支出構成も農業従事者と他産業従事者の間K

差のないととは、各種の統計資料の示すとなり

であり 8l農村地区一市街地区の経済的側面で
の 「生活のゆとりJの差違はあま Pみられない。

以上のような、都市化の進展Kともなう傾向

があるととを説明図式K従がって明らかκした。

8)至誠堂「国民生活統計年報J47 P5ト 60
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学校レクリエーションの研究

←福岡県下の高等学校体育祭・運動会

の現状と問題点についてー

はじめ K

運動会が始まったのは明治 10年頃で、その

歴史は長い。その後いろいろの歴史的変遷を経

て今日に至っている。いずれにしてもその時代

の要請や社会的背景によって、目標や内容が変

っている。ところが、どの時代にも共通してい

るのは、競技的性格とレクリエ←νョシ的性格

を持続してきたことであるo

きて、現在の高等学校では、運動会は教科外

の教育活動のー領域である体育的行事として位

置づけられている。ということは、運動会や体

育祭の果す教育的役割を高く評価してのことで

あろう。

ところが近年の高等学校の運動会や体育祭は

形式化.圃定化して楽しくないといわれている o

また.地域社会との関連も少なくなったようで

ある。そこで、教師や生徒が自らの手で企画.

運営し、喜んで参加し、満足感を味わう ζ との

出来る運動会や体育祭が考えられないだろうか.

学校νクリエーνョγという観点から検討して

みたい。

福岡教育大学 秋 士ロ 嘉範

1.対象

福岡県下の公立及び私立の高等学校 12 5校

を対象に調査察を配布した。回答を得たのは

1 0 2校.回収率は 81. 6 ~もである。

2.方法

質問紙法による。調査票の記入は保健体育科

教師(主任)に依頼した。集計は公立普通校

5 3校.公立実業校 28校.私立校 2 1校に分

けて行なった。なお概要を知るために調査校全

体 1() 2校についても集計した。

5.時期

昭和 4 7年 9月から 11月までである。

E 結果と考察

1. 実施状況

表1.によると.体育祭や運動会を実施してい

るのは 8 7絞 85. 3私.実施していないのは

1 5校 14. 7幌、である。実施していないのは公

立普通絞 7校、公立実業校 7校.私立校 1校で

〔表1) 体育祭や運動会の実施状況

公立益回交 公立実業校私立校 全体

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

実施している 46 868 21 75 20 95.2 87 8~ 

実施していなL 7 1132 7 25.0 1 4β 15 4.7 

計 53 。。 28 100 21 1∞ 102 1∞ 
」ーーー 一一ー一一一』ーーー 』園圃圃圃

I 研究の目的

学校レクリエーレョシ研究の一環として.高

等学校における体育祭 Jや運動会の現状を調査し、

問題点を明らかにして‘学校行事としての体育

祭や運動会のあり方を検討しようとするもので ある。実施していない理由として.クラスマッ

ある。 チに切り替えたが 6校、全校登山に替えたが 1

校.文化祭及びクラブ祭にしたのがそれぞれ 1

E 調査の対象・方法・時期 校である。大牟田市内の 6校は学校独自では実
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施せずに市内全校で.連合体育大会を年 2回聞

いている。そのため各校は予選をかねた競技会

を実施している。全体的にみると.実施してい

る学校が断然多い.また、実施していない学校

でも内容的には.体育・ νクリエーνョシ行事

として別の形でとりあげているようである。

2. 名称について

現在.名称は高等学校によりまちまちであるo

一般に体育祭、運動会などが多い。

表 2によると.体育祭が 44校 50.. 5 %であ

る。ついで.体育大会 23校 26.4唱、.運動会

1 0.校 11. 5 qも.体育会と競技会がそれぞれ 5

校 5.8偽である。体育祭という名称は私立校に

多い傾向があるo また私立校には運動会という

名称はみあたらない。このような名称は内容を

示す場合が多い。(注)以下体育祭や運動会とい

う場合.体育会や競技会を含めて呼ぶことにす

る。

〔表2) 名称

公立動薗交 公立実業絞 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実務 % 実数 % 

運動会 81 17A 2 9.5 一一 10. 115 

体育祭 20. 43，5 10. 47.7 14 70.ρ 44 50.5 

体育大会 13 28.3 6 28.5 4120.ρ 23 26.4 

体育会 2 4.3 2 9.5 1 5.0 5 5.8 

競技会 3 6.5 1 4s 1 5.0 5 5.8 I 

計 46 10.0. 21 10.0. 20. ∞ 87 10.0. 

3. 実施時期

表 3によると 9月-1 0.月に実施している

のが 82校 85. 3 %であり.残りの 5校!t.5月

-6月に実施が 3校、また春秋 2回に分けて実

施が 2校である。ところが 9月、-1 0.月実施に

は問題も多い。まず夏休み終了直後で生徒が規

則的な学校生活に慣れていないこと。第二に残

暑がまだきびしく.生徒の健康面からみて必ず

〔表3) 実施時間

気工動車校 私立校 金 体

実数 % | 事実務 % 実数 % |実務 % 

9-10.月 42 91A 21 10.0. 19 95.ρ 82 94，2 I 
制 /((2回 2 4β 2 2.3 

5-6月 2 4.3 -1 1 5.u 3 3.5 I 
計 46 10.0. 21 10.0. 20. 10.0. 87 10.0. ー--由一幽 圃園園園圃L-.

L...-・

しもよい時期でないこと。第三に生徒に企画や

運営をさせる場合.時間的に短かすぎることな

どである。しかし.一方では体育祭や運動会を

早く終らせ.大学受験や就職のための勉学に専

念させたいという意図も十分伺える。いずれに

しても.生徒が健康で喜んで参加できる時期を

検討する必要がある。悪い慣例であれば打破す

る勇気が欲しい。筆者は 5月か 11月初句頃が

季節的に最もよい時期ではないかと考える。

4. 実施回数

実施回数は年 1回実施が 66校 75. 9私であ

る。公立、私立を間わず多い。年 2回実施は 3

校 3.5 qも.また 2年に 1回は 12校 13. 8 %. 

3年に 1回は 2校 2.3帯、。 3年に 2回は 4校

4.5%となっている。隔年実施の場合.文化祭

と交互に実施しているようである。実施回数は

質量によって違うであろうが.年 1回はぜひ実

施したいものである。

5. 実施回数

〔表4) 実施日数

岱Z普通校 岱長是業校 私立校 全体

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

1 日型 36 78.3 20. 952 18 90..0 74 851 

数日型 9 19.5 1 4.8 2 10..0 12 13.7 

無記不明 1 22 1 12 

計 46 10.0. 21 10.0. 20. 10.0. 87 10.0. 

表 4によると実施日数は 1日型が 74校

8 5. 1払と断然多い。 2-3日以上にまたがる
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数日型は 12校 13. 7 qもである。数日型は 2-

3日球技などのクラスマッチを行ない最終日に

まとめるような形式で実施している。このよう

な形式で行なえば.クラスマッチと体育祭や運

動会を総合的にでき.別々に行なうより.準備

や練習なども一度ですむという利点があるo

また.逆に長期間に亘るため運営上盛りあが

りに欠けたり.中だるみ現象を起すこともある

ようである。

6. 実施日及びその理由

実施日が平日であるか.休日であるか調べた

のが表 5である。表 5によると、平日実施は

4 4校 50.6 %である o 休日実施は 42校 48.2

%である。その内容はをと立普通校.実業校及び

私立校ともほぼ半々である。平日.休臼と決め

ていない学校は 1校である。平日実施の学校の

なかで休日から平日へ切り替えた学校が 18校

2 O. 7私ある。逆に平白から休日へ切り替えた

学校は私立校 3絞だけである。従来は休日実施

が断然多かったが.この調査では平日実施が大

幅に増加している。

〔表5) 実施日(平日か休日か)

公立普通校 気工実謝交 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実数 % 実務 % 

平日 13 28β 6 28.5 7 I 35.0 26 29.9 

休日から平日〈 10 21.7 5 23.8 3 I 15.0 18 20.7 

休 B 23 50ρ 9 42.9 7 I 35.0 39 44.8 

平日から休日へ ー 3 15.0 3 3.4 

どちらもある ー 1 4.8 ー 1 1.2 

計 46 100 21 100 20 100 87 100 

平日に実施ずる理由として、 「教科体育の延

長であるため」が 44校中 19校である。つい

で「特別に理由はないJが 12校. r教師の勤

務条件に都合がよいため」が 7校. rその他.

無記不明」が 11校である。その他のなかには

学校行事であるため.他の行事との関係のため.

一般の人々の整理に因るため.キリスト教系学

校であるためなどである。

一方.休日に実施する理由は. r父兄に多く

参加してもらうためJが 4 2校中 2 3校.つい

で r生徒や父兄の要望」が 7絞「地域社会の

要望Jが 6校. r特別に理由はないjが 16校
「無記不明」が 1校である。

さて.最近福岡県教育委員会の調査によると、

父兄を含む地域社会の人たちは休日実施を断然

希望しているようである。

平日か休日かを考える場合.問題になるのは.

特別に理由がないという 28校の主体性のなさ

である。体育祭や運動会は生徒の日頃の体育・

スポーツ活動状況を父兄や地域社会の人々にも

知ってもらうよい機会である。また.父兄や地

域社会の人たちとの親善を深めることもできる

と考えるならば.平日より休日の方が多くの人

の参加が期待できる。問題は教師の勤務条件で

あるが.年間 1-2回の休日出動は振替え休日

によって補償されるはずである。

一方.学校行事のーっとしての校内発表会と

考えるならば.わざわざ休日に実施しなくても

よい。生徒自身が競い楽しむのだから.父兄や

地域ネ士会の人たちの参加は望まないというなら

平日でもよいだろう。

平日か休日のどちらに実施するかは.体育祭

や運動会をどのような性格や目的で行なうかに

よって決定される。その場合、父兄や地域社会

の要望や意見にも耳を傾けて欲しい。最終的に

はその学校の主体性によって決定されるべきで

あり.その聞の検討が十分なされるべきであるo

学校レクリエ-1/ョシの立場から考えると平日

でも休日でもよい、むしろ教師や生徒が一体と

なって.体育祭や運動会の目的を検討し‘それ

に見合う企画.運営にあたることこそ大切であ

る。
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Z 目標について

きて.体育祭や運動会をどのような目標で行

なうかは重要な問題である。

〔表6) 目標について

公普通絞 公実業校 私立校 全 体

46絞 % 21校 % 20.校 % 87校 % 

運上実動をと体意図欲力るのの向充 17 37.0. 14 66.7 7 35.0. 38 43.7 

運郵Vぜ靖国，心
や理解を努め 11 23.9 3 14.3 2 10..0. 16 18.4 
る

集育し成匠て桁す社会動る伎を通を 28 60..9 9 42.9 14 70..0. 51 58.6 

生徒会活動を
25 54.3 12 57.1 10. 50..0. 47 54.0. 充実させる

教果に科を公体地開育域すの担る会成 7115.2 ー 4 20..0. 11 12.6 

弓そ司の司他.無記 1 2.2 1 1.1 

( 2項目選択)

表 6によると「集団行動を通して社会性を育

成する」が 51校 58. 6私と最も多い。ついで

「生徒会活動を充実させる」が 47校 54. 0. % 

「運動意欲の向上と体力の充実を図る」が 38 

校 43. 7 % r運動への関心や理解を深める」が

1 6校 18. 4払「教科体育の成果を地域社会に

公開するjが 11校 12. 6 %の順である。この

ことは従来のように地域社会とのつながりが深

いものでなく.学内の単なる行事として行なう

傾向にあるといえるo

いずれにしても目標を定める場合には.どの

ような性格や目的を持った体育祭や運動会であ

るかを明らかにし.その目標を生徒に理解させ

る努力が必要である。

8. 企画、運営について

企画や運営を誰れが行なうか調べたのが表 7

である。表 7によると「生徒と教師が協力して

行なう」が 63校 72. 4 ~らである。ついで「生

〔表7) 企箇・運営はだれが行なうか

公立普通校 公立実業後 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実務 % 実数 % 

生I'C:舞fTがな中う心 16 34，8 4 191 3 15D 23 26.4 

教I'C:行師がな中う心 1 2.2 一 1 12 

若草・教師
力で 29 63.0 17 80..9 17 85.0. 63 72.4 

言十 46 110.0. 1 21 ~o.o. 20. 。。 87 ~o.o. 

徒が中心に行なう」が 23校 26. 4 ~も~ r教師

が中心に行なう」はわずか 1校である。

教師のアドバイスを受けながら.生徒が中心

に企画、運営にあたることは望ましいことであ

るo しかし.準備段階から終了までには.種目

の決定.会場や用具の準備.製作、練習や運営

方法など多くの仕事があり.これらの準備や運

営がスムーズに進行するように.教師と生徒に

よる委員会を組織することが必要である。その

なかで.生徒が自主的に活動できるように.教

師が適切な指導をすることである。この指導が

学校レクリエ一色/ヨ γ としての重要なポイシト

になるだろう。

9. 準備や練習の日教と体育授業への膨響

〔表8) 準備や練習の回数

公立動直校 勾Z実難変 私立校 全 体

実数 % |実数 % 実数 % 実数 % 

10.日以内 30. 65.2 17 80..9 10. 50.0 57 65.5 

11日、20.日 91 19.6 3 1 14.β 6 30.ρ 18 20..7 

21島--30.日 2 4.3 3 15.0 5 5.8 

無記不明 5 10..9 1 4.8 1 5ρ 7 80 

計 46 10.0. 21 10.0. 20. 10.0. 87 10.0. 

表 8によると r1 0.日以内」が 57校 65. 5 

払ついで r1 1日........2 0.日」が 18校 2o.. 7弘

である。残りは 20.日以上である。ということ

は 10.日以内で行なうのが 2/3であることを示

す。

練習を行なうための体育授業への影響を調べ
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ると「ほとんど影響がない」が 35校 40.2% 

「授業が練習時間にふりかえられ学習内容がカ

ットされる」が 32. 2私「授業によい影響を与

え積極的参加」が 16校 18. 6 %となっているt

「練習で疲れて授業に悪い影響を与える」はわ

ずか 2絞である。このことは.年間計画のなか

に練習時閣を組み込んでいないのではないか.

体育祭や運動会を実施する場合.当然準備や練

習の時聞が必要である。学校行事の 1つである

以上.年間計画を作成する場合に.練習時聞を

組み入れること.その時期に体育授業の教材.

例えば体操‘ダシス、陸上競技などのカリキュ

ラムをたてるべきである。また.生徒が疲労し

ないよう無理な練習はさけること.そのために

は効果的な練習や準備によって.運動への関心

や理解を深め.授業への積極的参加などのよい

影響を与えるようにすべきであるo

10. プログラムについて

体育祭や運動会のプログラムづくりは.学校

レクリニ早←νョシとして重要なポイシトになる。

きて.プログラムは誰れが作成するかを表 9

〔表9) プログラムはだれが作成するか

公立普通校 公立実業校 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

生徒(会) 23 50.0 12 57.1 6 30.0 41 47.2 

生徒と教師 21 45.7 9 42.9 11 55.0 41 47.2 

教 師 2 4.3 3 15ρ 5 5.6 

計 46 100 21 100 [20 100 87 100 

でみると. r生徒(会)中心」が 41絞 47. 2 

%.また F生徒と教師jが同じく 41校 47. 2 

%である。 r教師」が 5校 5.6%と極めて少な
い。従来は教師中心にプログラムを作成してい

たが.現状では生徒の意向を十分反映している

ことがわかる。レクリエーνョシ行事としては

大切なことである。

表 10はプログラム(種目)性格別内容を示
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〔表10) プログラムの性格別内容

公立普通校 公立実業校 私立校 金 体

実数 % 実数 % 1実数 % 実務 % 

ィ智雄目 17 37ρ 81 38) 9 45.0 34 391 

ロ中レョク，功心リヲエ種ー目シ 14 30A 6 I 28.5 1 5.0 21 24.1 

ノ、発表封曜
自中心 1 22 -ー ー 1 1.2 

ー野弊翌 7 152 4 I 191 5 25ρ 16 18A 
シ目をョ半ン的々種

占、総ロJ合を的含(すイけ 7 1~2 3 14.3 5 25.0 15 17.2 

計 46 100 21 100 26 100 87 。。

したものである。表 10によると「競技的種目

中心」に行なっている学校は 34校 39. 1 %で

最も多い。ついで「レクリエーνョジ的種目中

心Jに行なっている学校は 21校 24. 1私であ

る。 νクリエ-i，ノョシ的種目を行なっている学

校は私立校よりも公立校に明らかに多い。

「発表的種目中心」に行なっている学校は公

立普通校 1校だけである。

「競技的種目とレクリエーレョ γ的種目を半

々」に行なっている学校は 16校 18. 4弘.r;各

種目を総合的Jに行なっている学校は 15校

1 7. 2払である。こうしてみると.調査校の半

数以上の学校が.競技的性格とレクリエ←νョ

シ的性格の強い体育祭や運動会を行なっている

といえる。

〔表11) プログラムの種目内容

体育祭13絞運動会備 匂議 全体36校
実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

イ陸上競技 56 225 40 29ρ 121 36.9 217 304 

ロ球技・格技 26 79 26 3s 

守体マ柴ス操・ダグ・岨ンー徐スム 26 10.1 m 2ω 41 12!> 96 1M 

レクリェー
ニション白描
目

121 48s 46 333 98 29.9 2焔5 37.0 

ホ鱒?30 121 12 旦7 25 76 67 9.4 
へ職の種員目・父兄 16 6A 11 四0 17 5.2 44 6.2 
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また.調査校のうち入手できた 36校のプロ

グラムの内容を分析してみると表 11 になるo

表 11.によると名称は体育祭 13校.体育大

会 17校.運動会 6校となっている。内容は陸

上競技.球技.格技、体操・ダジス・マスゲー

ム.レクリエーνョシ的種目(競争遊戯など). 

クラブ紹介・仮装行列・応長合戦、職員.父兄

の種目に分けた。陸上競技では.短距離、長距

離.リレー.ハードル走などであるが.リレー

が最も多い.また、走り高とび.走り巾とび、

砲丸投なども行なわれている。球技では.ソフ

トボーJレ.パスケットボー Iレ.パレ←ボー 1レ.

ハシドボール、サヴカー.卓球.テニスなどで

ある。レクリエ -i/ョシ的種目では.障害物競

走、百足競走.パシ食い競走.借り物競走、綱

引き.棒倒し.騎馬戦などである。仮装行列や

応援合戦なども考え方によってはνクリエーν

ョシ的種目に入るが.ここでは一応別にした。

そこで体育祭の内容をみると「レクリエーνョ

シ的種目Jが 48.6%.ついで陸上競技 22. 5 

%である。しかし‘ 「クラブ紹介、仮装行列、

応援合戦」などを含めると.レク Pエー νョン

的性格が強いスポーツの祭典であるといえる。

運動会はレクリエー νョシ的種目 33. 3偽つい

で陸上競技 29. 0帯、体操.組体操.ダシス.マ

「学校予算に生徒の一部負担」が 26校 29. 8 

qもである。 i学校予算にPTAなどの寄付」は

3校 3.3 ~もである o

〔表12) 費用の出所

岱Z普通絞 公立実業絞 私立校 全 体

実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 

諜霊長ど 32 69β 13 61.9 13 65.0 58 66.9 

学寄P校付T 予Aな算十どの 1 4.8 2 10.0 3 3.3 I 

静勾色 14 30.4 7 33.3 5 25.0 26 29.8 

計 46 100 21 100 20 100 87 100 

費用の使途は.準備費、用具費、接待費.宣

伝費.賞品代などである。生徒会の負担は主に

装飾費や応接費などに使われている。一部の学

校では生徒の負担金が高額のため問題になった

ことがある。体育祭や運動会に多額の費用をか

けなければ立派なものができないという考えは

よくない.むしろ少額の費用で立派な企画や運

営をすることが大切である。

12 体育祭や運動会の実施上の問題点

体育祭や連動会を実施する上でいろいろ問題

がある。表 13はその問題点を示したものであ

る。表 13によると. i企画と運営指導Jが81

スゲーム 21. 1払の順であり.レクリエーνョ 〔表13) 体育祭、運動会を行なう場合に

シ的性格と競技的性格と発表的性格をもち合せ 問題となる点 (2項目選択)

た総合的運動の会といえる。体育大会は.陸上

競技 36. 9弘、ついでレク Pエー νョシ的種目

2 9.9私であるが.体育祭や運動会にみられな

い「球技・格技」が 7.9明、と目立つ。というこ

とは.体育大会はレク Pエーレョシ的性格を持

っているが.どちらかというと競技的性格が強

いといえる。

1 1.経賓

表 12によると費用の出所は「学校予算と生

徒会費jが 58校 66. 9弘で震も多い。ついで
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震併の

鰭科との

縄・運営

警察主願
鍾参脚

費る用泊~鴻為

その他・無
記司司司

公普通校

4蔽 % 

15 32.6 

8 17.4 

28 60.8 

2 4.3 

14 30.4 

6 11 3.0 

3 6.5 

公実業校

21校 % 

8 .38.1 

6 28.6 

13 61.9 

4 19.0 

3 114.3 

8 38.1 

1 0.5 

私立校 全 体

2(絞 % 8"7校 % 

9 45.0 32 36.8〆

8 40.0 22 25.3 

3 15.0 44 50.6 

5 25.0 11 12.6 

7 35.0 24 27.6 

1 5.0 15 17.2 

3 15.0 7 8.0 



校中 44校と最も多い。体育祭や運動会はなん

といっても企画.運営が大切で問題になるのは

当然である。ついで「練習時閣の確保Jが 32 

校、また、これに関連して「他教科との関係j

が 22校みられる。ということは.学校行事で

ありながら.体育時間に多くのしわょせがくる

ことと関連がある。また.練習のために多くの

時聞を消費することも検討する必要がある。多

くの練習を必要としない企画を考慮すべきであ

る。

「全員参加の問題」は 24校であるo 学校規

模が大きくなると、全員参加は徒手体操位で.

あとは代表や選手参加ということになる。誰れ

もがそれぞれの技量に応じて参加できる手軽な

種目.例えばフォークダジスやゲームなどもも

っと入れるとよいだろう o

さて. r費用がかかる」は 15校. r施設.

用具の不足」は 11校である。費用の問題は.

出来るだけかからないように企画の段階で考え

ることである。施設や用具の不足('1.種目内容

の範囲を狭めればよい.みる体育祭からする体

育祭へ発展させること。最後に一部の教師に負

担がかからないように.出来るだけ多くの教師

が協力し合って指導すぺ含である。学校行事で

あるからには当然のことである。

15 体育祭や運動のあり方について

〔表14) 体育祭や運動会のあり方

'i:iL普通校 公立実業校

実数 % 実数 % 

教科体育の発展の場となるよう
16 34.8 4 19.0 にすべきである

学校の実態や生徒の運動生活liC
14 30.4 6 28.6 応じて行なうべきである

生徒・教師・父兄伺の人間関係
を好ましくすることをねらいに 11 23.9 9 42.9 
すべきである

その他・無記不明 5 10.9 2 9.5 

計 46 100 21 100 

表 14によると.体育祭や運動会のあり方は.

「生徒・教師・父兄の人間関係をよくするとい

うねらいで行なうペ表であるJが 30校 34. 5 

払と最も多い。ついで、 「学校の実態や生徒の

運動生活に応じて行なうべきであるJは 26絞

2 9. 9 qもである。 r教科体育の発展の場となる

ようにすべきである」は 24校 27. 6偽である。

生徒.教師.父兄間の人間関係を問題にするの

は公立実業校・私立校に多い傾向があり.教科

体育の発展の場にするというのは.公立普通校

に多いようである。

きて.体育祭や運動会のあり方には二つの方

向が考えられる。一つは運動意欲の向上と体力

充実を図り.教科体育の発展の場ともなるよう

な.競技会的.発表会的性格のもの.もう一つ

は.生徒と教師や父兄聞の人間関係の改善をは

かること.すなはち.皆んなでスポーツを楽し

むというレクリエーνョジ的性格のものである。

レクリエーνョジだからといって、簡単なもの

だけではない。多少苦しくても成功感や満足感

を覚える内容のものも当然含まれる。これら二

つの方向(内容)について.それぞれの学校が

研究し.学校や生徒の特質に応じて企画すべき

である。

要約

福岡県干の高等学校(公立普通、実業及び私

私立校 全

実数 % 実数

4 20.0 24 

6 30.0 26 

10 50.0 30 

7 

20 100 87 

体

% 

27.6 

29.9 

34.5 

8.0 

100 

立を含む)1 0 2校に.体

育祭や運動会の現状と問題

点、を調査した。その結果を

要約すると.

1. 体育祭や運動会(体

育大会を含む)を実施して

いるのは 87校 85. 3払.

実施していないのは 15校

1 4.7%であるo

2. 名称は体育祭が 44 
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校 5o. 5私と最も多く v ついで.体育大会 23 

校 26. 4 qも.運動会 10校 11. 5 qも.体育会と

競技会がそれぞれ 5絞 5.8%である。

3. 実施時期は 9月-1 0月が 82校 85. 3 

%.残りの 5校 14.7 % tま5月-6月に実施じ

ている。

4. 実施回数は年 1回実施が 66校 75.9払.

2年に 1回は 12校 13. 8私.年 2回実施は 3

校 3.5帯、 3年に 1回は 2校 2.3明、 3年に 2

回は 4校 4.5%であるo

5. 実施日数は 1日型が 74校 85.1 %、数

日型は 12絞 13.7明、である。

6. 実施日は.平日が 44校 5O. 6 qも.休日

は 42校 48. 2私.平日.休日と決めていない

のが 1絞である。平日に実施する理由として.

教科体育の延長であるためが 19校.特別に理

由はないが 12校.教締の勤務に都合がよいが

7校である。休日に実施する理由として.父兄

に多く参加してもらうためが 23校.生徒や父

兄の要望が 7校.地域社会の要望が 6校、特別

に理由はないが 16校である。

7. 体育祭や運動会の目標は. i集団行動を

通して社会性を育成する」が 51校.ついで「生

徒会活動を充実させるJが 47校、 「運動意欲

の向上と体力の充実を図る」が 38絞. r運動
への関心や理解を深める」が 16絞、 「教科体

育の成果を地域社会に公開するJが 11校であ

る。

8. 企画、運営は「生徒と教師が協力して行

なう」が 63校 72.4 %.ついで「生徒が中心

に行なう」が 23校 26.4%. r教師が中心に

行なうJt':l:.1校である。

9. 準備や練習の日数は i1 0日以内」が

5 7絞 65. 5 % .ついで ill-20日」が 18

校 2O. 7私.残りは 20日以上である。

練習を行なうための体育授業への影響は.日ま

とんど影響がない」が 35校 4O. 2 %. i授業

が練習時聞にふりかえられ学習内容てカットさ

れるJが 32. 2私. i授業によい影響を与え積

極的参加Jが 16絞 18. 6弘、 「練習で疲れて

授業に悪い影響を与える」はわずか 2校である。

10. プログラムの作成は「生徒(会)中心せ

と「生徒と教師」がそれぞれ 41校 47. 2 %で

ある。 i教師のみ」は 5校 5.6唱、である。

プログラムの性格別内容をみると.競技的種

目中心は 34校 39. 1 %、ついで.レクリエー

乙ノョシ的種目中心lま21校 24. 1 %.発表的種

目中心は 1校である。また、競技的種目とレク

リエーνョγ的種目を半々に」は 16校 18. 4 

%各種目を総合的には 15校 17. 2 qもである。

1 1. 費用の出所は「学校予算と生徒会費」

が 58校 66. 9私. i学校予算に生徒の一部負

担」が 26校 29. 8弘. i学校予算に PTAな

どの寄付Jは 3校 3.3略である。

1 2 体育祭や運動会の実施上の問題点とし

て. i企画.運営指導」が 44校 5O. 6弘.つ

いで「練習時聞の確保Jが 32校 36.8%. ま

た「他教科との関係」が 22校 25.3%r全員

参加の問題jが 24校 27. 6 o/n. r費用がかか
るjが 15校 17. 2 %. i施設・用具の不足」

が 11校 12.6 qもである。

1 3 体育祭や運動会のあり方をみると.

「生徒・教師・父兄聞の人間関係を好ましくす

ることをねらいにすべき?であるJが 30校 34.5

弘.ついで「学校の実態や生徒の運動生活に応

じて行なうべきである」が 26校 29. 9弘.

「教科体育の発展の場となるようにすべきPであ

る」が 24校 27.6 %である。

あとがき

学校νクリエーνョシの一環として.福岡県

下の高等学校の体育祭や運動会の実態を明らか

K した。また、い〈つかの問題点が浮きぼりKさ

れた。なかでも、企画.運営.指導が一番問題

- 19-



となっている。

体育祭や運動会の企画を考える場合.まず第

一に基本的方針の確立.目標の設定である。日

常の体育学習の成果の発表を中核とするのか.

教師や生徒.父兄を含めて健康で.明るくなご

やかな人間関係づくりに貢献させるのか.また.

地域社会の理解と協力をねらうのか.などの方

針を明らかKするととである。それKもとづい

て指導計画を作成し.プログラムを企画すべき

である。とくに.プログラムが形式化.固定化.

マンネリ化の傾向があるときは.アイデアを生

かした新鮮さのある種目を考えるべきである。

体育祭や運動会は学校行事として.生徒全員参

加が当然である o 全員参加であれば運動技能の

低い生徒や.運動欲求の弱い生徒が喜んで参加

しやすいプログラムを考えなくてはならない。

それには勝敗にこだわる競技的性格の種目より.

それを行なうこと自体に楽しさを求めるレクリ

-20 

エーるノョシ的性格の種目を多くして欲しい。種

目のみではない.開会や閉会の形式や昼休み時

閣の生かし方など.アイデアを生かしてレクリ

エーνョシ的なつどいを計画してよい。それぞ

れの学校で独特の体育祭、名物的な運動会を企

画することが大切である。企画の段階では.生

徒の欲求やアイデアを必ず取りあげ、自らの.

我々の体育祭や運動会であるという意識を強く

持たせることである。運営についても、練習時

間や準備時閣を多くとらなくてすむように合理

化を考えること.過去の経験を生かしながら、

常に現代化をはかることを忘れてはならない。

最後に体育祭や運動会を企画.運営‘指導す

る人たちにレクリエーレョジ理論や技術をもっ

と学んでいただくことを要望する。

この研究は朝長裕介(福岡工業高等学校)と

の共同研究であることを付記する。



レク・リーダー研修会にbける教育効果に関する一考察

ーとく Kその態度の変化Kついて一

東海大学

北里大学

高橋和敏

野間口英敏

鈴木秀雄

大北文生

川向妙子

研究の目的 E 研究の方法

レクリエーションK限らず、一般K教育効果 ①関心度、理解度、関与度をみるため0問題設

は、速効的ではない、長い目でみなければわか 定をし、質問用紙を作成した。(調査用紙参

らないといわれている。 照

しかし、だからといって、放って会いてよい ②問題は以下のよう κ10問とした。

ものでもない。何らかの手だてを用いて、効果 関 2) ........ 5)→関心度

を知る必要がある。 1)， 6) →関与度

従来までは、チェックリスト、テスト、感想 7a)........7d)→理解度

文評価用紙、反省会などの形で行なわれている ③解答を量化する方法として、各項、 7段階尺

のが多いようである。しかし、とのような方法 度法を使用した。

では、多分K他の要素が含まれるし、個人が、 ④解答の評価は、 7を最も積極的で好ましいと

どの程度変わったかというととの目安をつかむ 考えた。

ととは、困難である。 ⑤上記質問紙で、研修前と研修後の 2回解答を

そとで、何らか、量化する方法で、知る必要 してもらった。

があると考えた。 ⑥整理の方法として、前後の比較検討を以下の

教育効果の評価観点、としては、知識面、技能 三点で行なった。

面、態度面などが考えられるが、本研究では、 <A> 男女別年令別の平均得点Kよる比較

そのうち態度面を中心K、検討を試みようとし

たものである。

E 論理の国式

<B> 男女別勤続年数Kよる比較

<C> 個人の変化度の検討

但し、質問1)は、研修前のみであるので

比較を行なわをかった。

⑦対象者は、 H労働組合青年婦人部主催のレク

リエーションリーダー養成研修会参加者341

名である。

との中で、 K地区研修会参加者、男子 25 

名、女子 24名、計 49名Kついての結果を

今回は、報告する。

⑥測定の期日は、 1973年 11月 22日~

1 9 7 4年 1月 27日である。
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調査用紙

1. あなたは、今までK組合のレクりエーショ 「一一寸 ー

ン行事K、どの程度参加してきたと思いますか I ~ I ~ 
か。

参加しない

じ 守
，l
 

aυ 日 5

-ー--- 一一一一吾参加する

2 新聞や雑誌K、レクリエーションの記事が

のっていたら、あなたはどの程度注意して読 | 112131415161 
みますか。

3. あなたは、レクリエーションK関して、

500円以下の本を本屋でみかけたら、どの

程度買いたいと思いますか。

4. あ~たが、同僚から組合のレクリエーショ

ン行事Kついて尋ねられたら、どの程度すす

んで説明しますか。

読まない+一一一 一一一四4 読 む

|1 1 2 1 3 1 4 |5 1 6 1 7 I 

買わない+一一一 宇一一一+買 う

1112131415/617 

説明し念い +一一一 一一-説明する

5. あなたが友人との先約があったとき、たま 「一一「

たまレク・リーダーの会合が重ったとしたら、 1 1 1 

どの程度その会合K出席しますか。
出席しない

|3 I 4 -r 5 I 6 I 7 I 
- 一一一+出席する

a あなたは、組合のレク活動Kとって、どの
程度大切な人物だとあなた自身思いますか。 I11213141516171 

7. 次のような意見K、あまたはどの程度賛成 大切では乏い+一一一

しますか。

7 a. レクリエーションは遊びであb、個人
が好きなときに、好きなととをやればよ

いのだから、組合では、と (VC考える必
要はない。

7 b レクリエーションは、現代人Kとって

かかせないものであるから、組合はもち

ろん、すべての人がやらなければならな

ヤミ。

7 C. νクリエーションは余暇K楽しむとと

だから、余暇のないものKとっては、ど

うしようもない。

一一一→大切だ

|1 1 21 3 1 4 1 5 I 6 I 7 I 
反 対 ←一一一ー 一一一→ 賛成

11¥2¥3¥41516¥7¥ 

反対 ←一一一 一一一+ 賛成

巳三 a-
1
 

9
d
 151617 ¥ 

反対 由一一"ーー+ 賛成-ーーーーーーー

7 d. レクリエーションは、たとえb金や椴

が少な〈とも、創意工夫Kよって楽しむ | 11213141516171 
ととができる。

反対 ←一一 一一一→ 賛成
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W 結果および芳察 自の平均点を、研修前(1面白)、研修後

くA>男女年令別にみた、各項目の得点 ( D回目 )VCついて、整理したものである。

表 1、表 2は、男女年令別Kみた、各項 男子Kついてみると、質問 1)‘-6)κ 
表 1 年令別にみた各項目得点(男〉

~・ 年 令
1 8才 20才 22才 24才 全体

項 目
ミミミミミ-ー 1 9才 2 1才 23才 25才

2. 新聞や雑誌K、レクリエーションの記事が 2.5 3.7 3.5 4.8 3. 6 8 

のっていたら、あなたはどの程度注意してみ

ますか。 E 3.0 4.3 3.6 4.5 3.88 

3. あなたは、レクリエーションK関して、 2.5 3.4 2.5 3.0 2.84 

5 0 0円以下の本を本屋でみかけたら、どの

程度買いたいと思いますか。 E 3.0 3.4 2.4 3.3 2.88 

4. あなたが、同僚から組合のレクリエーショ 4.5 4.9 4.8 5.5 4.92 

ン行事Kついて尋ねられたら、どの程度すす
んで説明しますか。 E 3.0 5.3 4.3 6.0 4. 7 6 

5. あなたが友人との先約があったとき、たま 3.5 4. 7 4.3 4.5 

たまレク・リーダーの会合が重ったとしたら

どの程度その会合K出席しますか。 H 3.5 5.3 4.3 4.0 4.44 

6. あなたは、組合のレク活動Kとって、どの 2.0 4.4 4.4 4.3 4.20 

程度大切な人物だとあなた自身思いますか。

E 2.5 4. 7 4.2 5.0 4.32 

7 a レクリエーションは遊びであ b、個人
6.5 5. 7 5.9 5.8 5.88 が好きなときK、好きなととをやればよ

いのだから、組合では、と ¥VC考える必
要はない。 E 6.5 5.9 5.8 6.8 6.00 

7 b レクリエーションは、現代人Kとって
6.0 5.6 5.3 6.3 5. 5 6 かかせ~いものであるから、組合はもち

ろん、すべての人がやら左ければ左らな
い。 E 4.5 5.6 5.3 6.3 5.44 

7 c レクリエーションは余椴K楽しむとと 6.5 5.9 5.7 6.3 5.88 

だから、余暇のないものKとっては、ど
ラしょうもない。 E 6.5 5.6 5.9 5.5 5.80 

7 d レクリエーションは、たとえb金や蝦 7.0 6.6 6.5 6.8 6.60 

が少なくとも、創意工夫Kよって楽しむ
ととができる。 E 6. 5 6.9 6.0 6.8 6. 4 0 

1. あなたは、今までK組合のレクリエーショ
ン行事K、どの程度参加してきたと思います 2. 5 4.9 3.9 6. 0 4.40 

か。
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ついては、年令が高〈在る Kつれて、やや

高い得点、を示し 73)-7 d)では、逆Kなっ

てhる傾向を示している。全体的Kは、 1)

表2 年令別にみた各項目得点(女)

~ 年 令

-6) I'C低い点がみられ、 73)-7d)は高

い点を示している。

すなわち、関心度b よび、関与度は普通

1 8才 20才 22才 全体

項 目

¥ミミミミー- 19才 2 1才 23才

2 新聞や雑誌K、レクリエーションの記事が 3.9 3.5 3.0 3.63 

のっていたら、あなたはどの程度注意して読

みますか。 E 4.3 4.0 4.0 4. 1 3 

3. あなたは、レクリエーションK関して、 3.2 3.6 2.5 3.33 

500円以下の本を本屋でみかけたら、どの

程度買いたいと思いますか。 E 3.9 4.4 2.3 3.92 

4 あなたが、同僚から組合のレクリエーショ 4.4 4.9 3.0 4.54 

ン行事Kついて尋ねられたら、どの程度ナナ

んで説明しますか。 E 4.4 4.7 3.7 4.46 

5. あなたが友人との先約があったとき、たま 4.6 4. 7 1.0 4.38 

たまレク・リーダーの会合が重ったとしたら、

どの程度その会合K出席しますか。 E 4.8 4. 7 2.3 4.46 

6 あなたは、組合のレク活動にとって、どの 3.5 4.6 2.5 4.00 

程度大切な人物だとあ左た自身思いますか。

E 3.5 5.3 3.0 4.25 

7 3 レクリエーションは遊びであP、個人
6.3 6.2 4.5 6.0 8 

が好きなとき K、好きなととをやればよ
いのだから、組合では、とくに考える必
要はない。 E 5.9 5.9 5.3 5.83 

7 b レクリエーションは、現代人κとって
かかせないものであるから、組合はもち

5.4 5.6 4.5 5.42 

ろん、すべての人がやらなければならな
い。 E 5.3 5.5 3.7 5.2 1 

7 C. レクリエーションは余暇K楽しむとと 6.0 6.3 4.5 6.04 

だから、余暇のないものKとっては、ど

うしようもない。 E 6.0 5.9 5.3 5.88 

7 d. レクリエーションは、たとえ会金や暇 6. 4 6.6 6.0 6.46 

が少な〈とも、創意工夫Kよって楽しむ

ととができる。 E 6.4 6. 1 6.0 6.21 

1. あなたは、今までK組合のレクリエーショ
3. 1 4.0 3.5 3.58 

ン行事K、どの程度参加してきたと思いますか。
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ぐらいであP、理解度については、よ b好

ましい考え方をしていると解釈できるよう

だ。

一方、女子Kついてみると、男子の逆で

年令が低くなるK従い高い得点、である。し

かし、項目別の得点、では、男子同様、 1) 

表 5 全体の各項呂得点

7〉一二三
2. 新聞や雑誌K、レクリエーションの記事がのっ

ていたら、あ念たはどの程度注意して読みますか。

3 あなたは、レクリエーションK関して、 500

円以下の本を本屋でみかけたら、どの程度買いた

いと思いますか。

4. あなたが、同僚から組合のレクリエーション行

事Kついて尋ねられたら、どの程度すすんで説明

しますか。

5. あなたが友人との先約があったとき、たまたま

レク・リーダーの会合が重ったとしたら、どの程

度その会合K出席しますか。

6. あなたは、組合のレク活動にとって、どの程度

大切な人物だとあなた自身思いますか。

7 a. レクリエーションは遊びであり、個人が好

き念とき K、好きなととをやればよいのだか

ら、組合では、と (VC考える必要は左い。

7 b レクリエーションは、現代人Kとってかか

せないものであるから、組合はもちろん、す

べての人がやらなければならない。

7 C. レクリエーションは余暇K楽しむととだか

ら、余暇のないものKとっては、どうしよう

もない。、

7 d. レクリエーションは、たとえb金や暇が少

~くとも、創意工夫K よって楽しむととがで

きる。

-25-

-6 ):ð~'低( 7a)-7d)が高い結果であった。

研修前(J)と研修後ゅの得点を比較してみ

ると、男、女、年令別ともに、ほとんど

大きな差はみるととができ左かった。

I回目 E 回目

3.6 6 4.0 0 

3.0 8 3.3 9 

4. 7 3 4. 6 1 

4. 3 7 4. 4 5 

4. 1 0 4. 2 9 

5.9 8 5.9 2 

5.4 9 5. 3 3 

5.9 6 5.8 4 

6.5 3 6. 5 1 



くB>勤続年数別にみた各項目の得点
表 3fC示したものが男女勤続年数別Kし

た各質問項目での解答点の平均値である。

念会、女子は、 2年、 4年Kは該当者がい

念かった。

男子Kついてみると、質問 2)-..りで

は勤続年数の長い方が、高い値を示し、 73)

表4 勤続年数別にみた各項目得点

項 目
勤務年数

2. 新聞や雑誌K、レクリ ーションの記事が 男
のっていたら、あなたはどの程度注意して読

みますか。 女

3. あなたは、レクリエーションK関して、
男

500円以下の本を本屋でみかけたら、どの

程度買いたいと思いますか。 女

4. あなたが、同僚から組合のレクリエーショ 男
ン行事κついて尋ねられたら、どの程度すナ
んで説明しますか。 女

5. あ左たが友人との先約があったとき、たま 男
たまレク・リーダーの会合が重ったとしたら

どの程度その会合K出席しますか。 女

6. あなたは、組合のレク活動Kとって、どの 男
程度大切な人物だとあなた自身思いますか。

女

7 3 レクリエーションは遊びであb、個人
男

が好きなとき K、好きなととをやれば主
いのだから、組合では、とく κ考える必

女要はない。

7 b レクリエーションは、現代人Kとって
男

かかせないものであるから、組合はもち
ろん、すべての人がやらなければ去らな
し、。 女

7 c レクリエーションは余暇K楽しむとと 男
だから、余暇のないものKとっては、ど
うしようもない。 女

7 d レクリエーションは、たとえb金や暇 男
が少なくとも、創意工夫Kよって楽しむ
ととができる。 女
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--7d)では、短かい方が高〈念っている。

女子の方は、全項目κついて、勤続年数の

短かい方が、高い{直を示している。

なb、研修前後を比較してみると、年令

別と同じ〈、明らかな、差をみるととが、

できなかった。

t&:J;沫満 2年 3年 4年 5年以上

1.0 7.0 3.2 3.9 3.8 

3.8 3.8 2.8 

1.0 7.0 2.5 2.8 2.9 

3. 0 4. 1 2.3 

4.0 7‘。 4.3 4.9 5.2 

4. 6 4.7 5.5 

1.0 4.0 4.5 4.9 4.1 

4.7 4. 7 3.0 

2.0 1.0 4.3 4. 1 4.7 

3.7 4.3 4.0 

7.0 4.0 5. 7 6.0 6.1 

6. 1 6.0 5.0 

7.0 4.0 6.3 4.8 5. 7 

5. 2 5. 7 5.3 

7.0 7.0 5.8 5.4 6.0 

6.1 6.4 4.0 

7.0 7.0 6.5 6. 1 6.8 

6.4 6.8 5.8 



くC>個人の変化度の結果
変化度は、研修前に行なった時、 2) の

質問κ囚と答えた人が、研修後K行なった

時Kは、例えば回附込わっていたとしたら

「プラス 1度」とし、逆κ回であったら

図-1 変化度(男)

2. 新関や雑誌『亡、レクリエーションの記事が

のっていたら、るなたはどの程度注意して読

みますか。

3. あなたは、レクリエーションK関して、

500円以下の本を本屋でみかけたら、どの

程度買いたいと思いますか。

4. あなたが、同僚から組合のレクリエーショ

ン行事Kついて尋ねられたら、どの程度ナす

んで説明しますか。

5 あ~たが友人との先約があったとき、えま
たまレク・リーダーの会合が重ったとしたら、

どの程度その会合K出席しますか。

6. あなたは、組合のレク活動Kとって、どの

程度大切な人物だとあなた自身思いますか。

7 a レクリエーションは遊びであ b、個人が
好きなときκ、好きなととをやればよいの
だから、組合では、とく K考える必要はな
レミ。

7 b レクリエーションは、現代人K とってか

かせないものであるから、組合はもちろん、

ナペての人がやら左ければならない。

7 c. レクリエーションは余暇K楽しむととだ

から、余暇のないものKとっては、どうし

ようもない。

7 d. レクりエーションは、たとえ辛子金や暇が

少なくとも、創意工夫Kよって楽しむとと

ができる。

EE亘書霊童→ 8vc変化

L →不変
十:-:-:-:-:-:-:-:;l→ @κ変化

「マイナス 1度」、前後かわってない人は、

「不変Jというようなかたちで、整理したわけ

である。図 1は、男子のもの、図 2は、女子、

図 3は、全体のものである。

その結果、図K示されるどと〈全体的Kは各
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項目とも、 「不変」が 50バ一セント以上

である。しかし、個々の項目 Kついてみる

と、プラスマイナスK変化が大きいものが

あった。

図 1の男子では、 2) の項目で、プラス

vc 3 6バ一セント 6) の 32パーセント

図-2 変化度(女)

2 新聞や雑誌K、レクリエーションの記事が
のっていたら、あなたはどの程度注意して読

みますか。

3. あなたは、レクリエーションK関して、

500円以下の本を本屋でみかけたら、どの

程度買いたいと思いますか。

4. あなたが、同僚から組合のレクリエーショ

ン行事Kついて尋ねられたら、どの程度ナす

んで説明しますか。

5. あなたが友人との先約があったとき、たま

たまレク・リーダーの会合が重ったとしたら、

どの程度その会合K出席しますか。

6. あなたは、組合のレク活動Kとって、どの

程度大切な人物だとあなた自身思いますか。
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7 b レクリエーションは、現代人にとってか

かせないものであるから、組合はもちろん、

すべての人がやら左ければならない。

7 C"  レクリエーションは余暇K楽しむととだ

から、余暇のないものK とっては、どうし

ようもない。

7 d" レクリエーションは、たとえ会金や暇が

少なくとも、創意工夫Kよって楽しむ ζ と

ができる。

4) でマイナスVC32パーセント。

図 2の女子は、項目 2)，3)で 40パーセ

ント以上プラスK変化という大きい値を示

している。
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図-3 変化度(全体)

2. 新聞や雑誌K、レクリ.エーションの記事が

のっていたら、あなたはどの程度注意して読

みますか。

3. あなたは、 レクリエーションκ関して、
5 0 0円以下の本を本屋でみかけたら、どの

程度買いたいと'思いますか。

4. あ1i:たが、同僚から組合のレクリエーショ

ン行事Kついて尋ねられたら、どの程度すす

んで説明しますか。

5. あなたが友人との先約があったとき、たま

たまレク・リーダーの会合が重ったとしたら、

どの程度その会合K出席しますか。

6. あなたは、組合のレク活動Kとって、どの

程度大切な人物だとあなた自身思いますか。
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マ，

7 b レクリエーションは、現代人K とってか

かせないものであるから、組合はもちろん、

すべての人がやらなければならない。

7 C. レクリエーションは余暇K楽しむととだ

から、余暇のないものKとっては、どうし

ようも左い。

7 d. レク日エーションは、たとえまヂ金や暇が

少な〈とも、創意工夫Kよって楽しむとと

ができる。
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V まとめ

今回、レクリエーションの研修会での教育効

果をみるひとつの手だてとして、態度の変化度

合K着目し、関心度、関与度、理解度Kついて、

独自の質問項目を設定し、それK対する解答を

7段階尺度法を用いて、量化する試みを行なっ

たわけであるが、短期(1泊 2日)の研修会、

会社の組合の研修会であるなどの条件から考え

あわせると、期待したほどの結果を得るととが

でき左かったようである。

しかし、今回の資料からも、個人の変化度合

を整理した結果では、関心の項目K、全体の半

数近〈が、変化をあらわしている。

すなわち、〆今後レクリエーションt亡、かかわ

りを持とうとする気持で、よ b強くなっている

というとともできる。

な草子、今回は、 K地区のみの結果であるので

分析を残している他の地区会よぴ全体をまとめ

て多〈のデータで、検討をしたい。

文、質問項目、内容左どt亡、多くの研究課題

があるので、今後、引続き、関連研究をすすめ

て行きたい。
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生活時聞からみた主婦の余暇行動の分析

一性格、体格Kよる相違Kついて一

大阪体育大学

くはじめに>

余暇活動に及ぼす要因としてデモグラフィッ

ク特性(性、年令.ライフステージ等).社会

経済的特性(職業、教育.所得、社会的地位等). 

余暇時間(平目、休日の余暇パターン等)、心理

的特性(生活態度、性格等)、空間的特性(都市

的村的.家の大きさ等)、モピリティ特性(自動

車の所有)などが挙げられこれまでこれらの要

因を独立変数として余暇に関する調査研究が多

くなされてぎているが.体格.性格といった面

から余暇行動を分析することは少なかった。そ

こで今回は主婦の持つ性格特性(外向型.

内向型)、体格(肥満型、ヤセ型)によって余暇

行動に違いがみられるのではないか"という仮

定のもとに本研究を進めた。

く方法>
大阪隣近一帯に在住する職業婦人でないサラ

リーマシ家庭の主婦 80人を対象に.面接調査

によって以下に述べる 3つの調査表に回答を求

めたものである。

性絡特性を外向型と内向型 2つに分類するた

めに「矢田部，ギルフォード性格検査」、 主婦の

一日の生活を明確にするために「生活時間調査

表Jr内職、パートタイムの有無.余暇時間数

1か月平均の余暇活動、余暇意識に関する質問

調査表Jを配布し、面接調査を実施した。

「矢田部・ギルフォード性格検査Jによって

測定される性格特性は 12あり、それらは.①

情緒不安定因子(抑欝性.回帰性傾向.劣等感、

池田 勝、江藤明美

神経質)②社会不適応因子(客観性欠如.協調

性欠如、愛想の惑いこと)③活動性因子(愛想

の悪いこと、一般的活動性)④衝動性因子(一

般的活動性.のんきさ)@非内省性因子(のん

きさ.思考的外向)⑥主導性因子(支配性、社

会的外向)の 6つのグループ(因子)，二分類で

きるが、大きくは、①情緒安定性 ①社会適応性

@向性の 3グル←プである。①②の尺度が高次

の情緒性、③~⑥が高次の外向性内向性の諸尺

度であるから.これらの組み合わせで A型、

B型 c型 D裂、 E裂の典型が考えられる。

①①⑨のうち.本研究では外向と内向の区別

をするために⑥向性の因子(一般的活動性.の

んぎさ.思考的外向.支配性.社会的外向)を

用いて、外向型(B型. D型)内向型(C~. 

E型)に分類した。平均型(A型)はここでは

除外した。したがって実際の対象教は 67人で

ある。

「生活時間調査表」は 10分ごとに 1次的行

動 2次的行動(並行して行った行動)を記入

し.⑦場所文は移動、 ED~緒にいた人.~満足

度についてはそれぞれの分類表(⑦については

1.自宅、 2.近隣.親類.知人、友人などの家お

よびその周辺の街頭等 2項目.EDについては.
1.一人きり、 2.公けの場で一人 3.配偶者とー

緒.子供は別等 9項目.@については、 1.非常

に楽しかった-..5.不快だった、までの 5段階)

によって番号を記入するようになっている。

「余暇行動質問調査表」は.内職・パートタ

イムの有無と時間数、余暇時間数を記入 1か
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月平均の余暇活動については.映画、音楽会、

美術展.ν ョッピシグ、スポーツ.ボク 9yグ

等 13の活動をあげ.それぞれ回数を記入、余

暇意識については.身体や心を休める、日常生

活から離れて気分転換する等 10項目をあげ選

択記入するようになっている。

く結果及び結果の考察>

性格特性を Y-G検査によって大きく外向型

と内向型の 2つに分類した。それぞれの性格の

特徴は次のようになる。図 1はY-G検査のプ

ロフィールであるが.実線は外向型、破線は内

向型である。情緒の安定、社会的適応に関して

両者に違いはみられないが.外向型は.攻撃的.

活動的.のんき.支配性大社会的外向といった

因子が大きく、総体的にみて、活動的.衝動的.

内省的でない.主導権を握る傾向がある。逆に

内向型は非活動的非衝動的、内省的.非主導的

と言うことができる。

体格についてはロー νル指数，11を求め.ロー

レル指数 160以上を肥満型. 1 0 0以下をヤ

セ型とした。肥満型とヤセ型の Y-G検査のプ

ロフィールは図 2であるが.実線は肥満型.破

線は内向型である。肥満型はヤセ型に比べて非

活動的となっているが、これは太っている為に

身体を動かすことが不得手となり、それが次第

に非活動的にさせたもの乏考える。今回はサシ

プJレ数が少なかったので今後の参考としてまと

めておく。

(1) 平日の生活時間について(表 1函 3参l照)

(11 睡眠時間:外向型 7時間 45分.内向型

7時間 4 1分。肥満型 7時間 4 0分、ヤセ型 7

時間 42分。外向型ー内向型、肥満型ーヤセ型

ともほぼ同じ睡眠時間であるo

(21 家事従事時間:外向型 5時間 31分、内

(1)ローレル指数 (Rl)丘手 x1♂ 
司氏

向型 5時間 19分である。この家事には.掃除

洗濯.炊事はもちろん.主人の世話、子供の世

話(一緒に遊ぶを含む)を含んでいる。ここで

も両者に差はない。

肥満型 4時間 3 2分、ヤセ型 5時間 37分と

いう結果でヤセ型の方が 1時間程家事に従事す

る時間が長くなっている。

(31 生活必需時間:睡眠時間は独立させたの

でここでは身の廻りのことをさす。

外向型 2時間 4 1分、内向型 2時間 5 2分と

ほぼ同じ時間である。

肥満型 2時間 43分.ヤセ型 2時間 4 2分と

ほとんど同じ時間である。

(4) 自由時間:自由時間の中で内職の占める

時聞が半分に近いためここでは余暇時間と内職

時間に分けることにした。

(i) 余暇時間:外向型 4時間 36分、内向

型 4時間 16分.外向型がわずかに 2 0分多

くなっている。

肥満型 4時間 21分.ヤセ型 4時間 34分

ヤセ型がわずか 13分だけ余需要に費している

時聞が多い。

(ii) 内職時間:自由時間のほぼ半分を占め

るもので大部分の主婦が.趣味と実益を兼ね

た余暇のーっとして行動している。いわゆる

菅の生活のための必然のものといった暗いイ

メージではなく、余暇を有意義に使うための

一石二鳥のものとして考えられている傾向が

みられる。

外向型 3時間 .20分、内向型 3時間 53分

と内向型が約 30分多くなっている。

肥満型 4時間 43分.ヤセ型 3時間 24分

と肥満型が 1時間ほど多く内職に費している。

これは(2'家事従事時間とも関係し、肥満型は

家事に従事する時閣を短縮し、その分を内職

に注いでいると考えてよいと思う o

(5) ながら行動について:洗濯機.掃除機、
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炊飯器といった電気製品の普及により主婦の家

事時聞はかなり短縮されたが、それによって洗

濯機をかけながら掃除をする、文テレビの普及

によって.テレビを視ながら.あるいはラジオ

を聞きながら.食事の用意をする.食事をする、

編物をする‘といった二重行動が多くみられる

ようになった。いわゆる"ながら族"が主婦の

聞にも広がりつつあるといって良いと思う。外

向型 2時間 3 3分.内向型 3時間 2分のながら

時聞があり.内向型の方が 3 0分ほど多くなっ

ている。

肥満型 3時間 5 5分.ヤセ型 3時間 5 1分で

ほぼ同じである。

以上.生活時聞を比べてみたが、外向型←内

向型.肥満型←ヤセ型について家事従事時間に

関しヤセ塾lの方が肥満型より 1時間長くなって

いた以外ほとんどその相違はみられなかった。

(H)平白の生活時聞の中で占める余暇

利用について(表 2.図 4参照)

ここでは.余暇を自由時間での活動というだ

けでなくながら行動での余暇"も含めて捕

えた。

外向型の活動は.①テレビの視聴 ②雑誌の

購読 ③編物 ④ラジオの聴取 ⑤和裁、洋裁

⑥新聞の購読 ⑦休息の!願に多く、内向型では

①テレピの視聴 ②和裁.洋裁 ③ラジオの聴

取 ④雑談 ⑤休息 ⑥編物 ⑦観劇となって

いる。余暇とし℃一番多く費されているのがテ

レビの視聴で、外向型(3時間 50分)内向型

( 3時間 47分)ともその大部分を占め、主婦

にとってテレビは生活の中で切り離すことので

きないものの一つになっているようである。読

書、編物とも外向型.内向型の差はほとんどな

いが.ラジオの聴取になると外向型 18分、内

向型 50分と内向裂が約 3倍ほど多くなってい

る。新聞の購読時間は.ごく短時間で内向型は

わずか 6分、外向型も内向型の 2倍であるが、

1 2分と低くなっている。新聞を実際に読んで

いる人は.今回の調査では外向型 36弘、内向

型 15 %であった。このことからも.ほとんど

の主婦が新聞を読んでいないということがわか

る。これは.主婦がゆっくり落ち着いて新聞に

目を通す時閣を持てない、あるいは持とうとし

ないこととともに.ほとんどの情報(ニュース‘

料理.ν ョッピシグ.育児その他家庭生活に関

する知識.健康等)がテレビから吸収できると

いうことにあると考えられる。新聞を読むため

には、独自の時間が必要となるが.テレビでは

洗濯をしながら掃除をしながらといったように

家事に従事しながら目や耳を向ければそれで済

むからである。新聞に代わるものをテレビでど

の程度吸収しているかを調べてみると(視聴番

組の調査)もっとはっきりするであろう。雑誌

に関しては.外向型が 33分を費しているが.

内向型は 0分という結果であった。これは、外

向型が、社会的外向の性格の故に.テレビやラ

ジオの情報だけで満足できず.他からも広く情

報や知識を得ようとしていることを示している

と思われる。雑談については、外向型は 3分で

あるのに内向型は 36分を費している。外向型.

は.木彫.日舞、ボクリシグ.整美体操.ト ν

ーニシグといった活動を行っているが.内向型

ではわずかに押絵と観劇といった活動だけであ

った。やはりこれは.Y-G検査の比較からも

わかるように.外向型が内向型より活動的であ

るためであろう(図 1参照)。

次に肥満裂とヤセ型をみると、肥満型の活動

は①テレビの視聴 ②ラジオの聴取 ③編物

④休息 @ν ョッピシグ ⑥雑談 ⑦押絵 ③ 

読書 ⑨新聞の購読 ⑬リボシフラワーの)1闘に

多く.ヤセ型では①テレビの視聴 ②ラジオの

聴取 ③和裁.洋裁 ④休息 @雑談 ⑥編物

⑦新聞の購読となっている。肥満型では太って
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いるが為にその活動も身体を動かすことの少な

いものが選ばれていると考えたが.ν ョッピン

グを楽しんだり.休息時間もヤセ型より少なか

ったりという結果が出ている。これは肥満型で

あっても外向型であるか内向型であるかによっ

て違ってくるので、今後は肥満一外向型、肥満

一内向型.ヤセ←外向型.ヤセー内向型と分け

ることも必要である。

(1) 1か月平均の余頓活動について

1か月の平均余暇活動についての調査をまと

めてみると(表 3. 図 5からわかるように)全

体に活動を行っている回数は少ない。

外向型では①レョッピシグを毎月行っている

人が 97.9 %と大部分を占めているが.その平

均回数は 3回 ②訪問 66私1.4回 ③読書

5 1. 1私 3.1回 ④ドライブ 36.2弘 1回 @ 

会合 34帯、 Q.9回⑥料理.編物 34 % 3. 7回

⑦スポーツ 23.4~ 1. 2 回 ③ボクリシグ 1 7 

幌、 O.2 3回 ⑨演劇、寄席 1 2.8弘 O.1 5回

⑮ピクニック 12. 8弘 O.1 5回 ⑪音楽.美術

6.4私 0.06田.スポ←ツ観賞 6.4 % o. 0 6固

となり、内向型では①νョッピシグ 75明、 1.5 

回 ②読書 5 0 qも4.5回 ③訪問 50%1.55

回 ④編物.料理 35 % 3・1回 ⑤演劇.寄席

2 0私O.2回 ⑥会合 20%1.75回 ⑦ドラ

イブ 20弘 O.3回 ⑥ボクリシグ 1 5%  O. 1 5 

固となっている。各活動を静的活動と動的活動

に分類すると.静的活動は内向型の方が外向型

より多く、動的活動は外向型の方が内向型より

多くなっている。このことから外向型は活動的

なものを好み.内向型は静的な活動を好む傾向

があるということができると思われる。全体を

一つの余暇活動とするとやはり外向型の方が内

向型より多く活動していることになる。

肥満型では①全主婦が Lノョッピシグを毎月行

なっており.平均回数は 3回 ②訪問 73.3% 

1. 5 3回 ③読書 3 ~. 3 % 1. 2回 ④寄席、演

劇 26. 7 % O. 3 3回.会会 26. 7払 1回 ⑥ド

ライブ 20%0.33田.ピクニック 26. 6払 O.

2 7回③料理編物 13. 3私 3.3 3回 スポー

ツ13. 3 % O. 7 3回 ⑬映画 6.7 % O. 0 7固と

なっている。一方ヤセ型では ①νョッピング

8 8.9私 1.4回 ②料理、編物 66.7%5回

③訪問 4 4.4 qも1回 ドライブ 44.4私 0.67 

回 ⑤ポクリング 22.2私 O.3 3回 ⑥音楽、

美術 11. 1 % O. 1 1回演劇.寄席 11. 1 % o. 

1 1回 会合 11. 1偽 O.1 1由となっている。

静的活動と動的活動をみると、静的活動におい

ては.ヤセ型の方が肥満型より多く.逆に動的

活動では肥満型の方がヤセ型より多く行なわれ

ている。全体を 1つの余暇活動とすると.やは

りヤセ型の方が肥満型より多く活動を行なって

いるということがわかる。これはY-G検査の

プロフィール(図 2参照)からも明らかなよう

に.ヤセ型が肥満型より活動的なために余暇活

動を活発に行なっているからであると考えてよ

いと思う。ただし.ここで考えなければならな

いことは.前にも述べたように肥満型で外向型.

肥満一内向型.ヤセ←外向型.ヤセー内向型と

いった性格面と体格面との組み合わさり方によ

っても違いがみられると思われるのでこの両面

から捕えていくことが必要になってくる。

on r余暇をどういう気持ちで過しているか j

外向型では①身体や心を休める ②日常生活

から離れて気分転換する、@測κ目的はないがそ

のとと自体を楽しむ。④家族とのつながPを深

める、人との交際を広める、の順で余暇時聞を

過どして:J;~ 11、内向型では①身体や心を休める。

②別K目的はないがそのとと自体を楽しむ ③ 

家族とのつ左が bを深める ④色々な知識や情

報を得る ⑥日常生活から離れて気分転換する、
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人との交際を広める.となっている。

肥満型では①身体や心を休める ②別に目的

はないがそのこと自体を楽しむ ③人との交際

を広める ④日常生活から離れて気分転換する.

ヤセ型では①身体や心を休める ②別に目的は

ないがそのこと自体を楽しむ、③家族とのつな

りを深めるの!頓に余暇時間を過ごしている。

意識の面でも外向型.内向型とも身体や心を

休める.が最も多く.両者の聞に差はみられな

い。肥満型、ヤセ型に於ても同様である。

余暇時聞を身体や心を休めるという気持ちで

過ごしている主婦が多いのは.余暇活動として

テνピの視聴が大部分を占めていることからみ

ても明らかである。

くまとめ〉

以上の結果からもわかるように本調査研究に

おいては外向型と内向型との間に.余暇に関し

て明確な相違はみられなかった。しかし.この

調査の結果から、外向型は動的な活動を、内向

型は静的な活動を好む傾向がうかがえる。文.

外向型は活動的である為l二‘テレビの視聴.ラ

ジオの聴取、編物といったものの他に、じっと

休息しているよりも木彫、日舞といったいわゆ

る趣味活動と.整備体操、 トレーニγグ.ボー

9 >'グといった活動に余暇を費すという積極的

な姿勢がうかがえる。

肥満型とヤセ型では.全体的にみると.ヤセ

型の方が肥満型より多く活動を行っている。こ

こで注目されるのは. ijE満型の方が身体的条件

が不利であることから静的な活動が多く、逆t二

.yセ型が動的活動が多いであろうと予想される

が今回の結果では反対であった.ということで

ある。

家庭製品の電化、便利化に伴い、主婦のなが

ら行動が増え.積極的にながら行動をすること

によってますます家事が合理化し、従事時聞を

短縮できれば.それだけ主婦の自由時閣が増え

る。その増えた自由時聞を自分の余暇として有

意義に過ごすことができれば、満足のいく充実

した余暇生活が送れるのではないかと考える。

しかし、現状をみると、努力して生み出した自

由時間も.その使い方がわからない為.あるい

は社会、経済的理由によって.内職、二次的家

事(実益を兼ねた編物、裁縫等)に費し、いわ

ゆる発展的な余暇(読書.新聞の購読、教養の

ための勉強.各種スポーツ、趣味活動.交際等)

にとび込むということができていないように思

われる。もちろん余暇の過し方は個人の選択に

まかされるべきものであるが、 「無駄l二すごし

た」という悔いが残らない.目的をもった時間

として充実させることができるためにも.これ

からは.主婦にとって取り組みやすい余暇活動

(例えば.外向型の人には.ママさんパレー等

の各種スポーツ教室.奉仕グJレ←プでの活動、

内向型の人には一人で楽しむことのできる各種

手芸教室.編物.料理教室といった各型にふさ

わしい活動)をまず提供し.それらの中から主

婦が自分に合った活動を選択して、取り入れて

いくことが出来るような方向づけが必要である

と思われる o それによってー生活を高めるため

に役立つ.あるいは人としての生甲斐を感じる

ことのできる時間としての余暇の充実がはかれ

るのではないかと考える。

本研究では、外向型・内向型、肥満型、ヤセ

型と別個に分類したわけであるが.結果の考察

の中でも述べたように.肥満型の中で.外向で

あるか内向であるか、ヤセ型の中で.外向であ

るか内向であるかということによって捕え方が

異なってくる。今後はその両面考慮して研究を

続けていくことが必要であろう。
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図5 平日の生活時間

2 3 4 

睡眠

表 T 平日の生活時間

外向型 内向型

4 7人 2 0人

睡 眠 時 間 7時間 45分 7時間 41分

内職従事時間 3. 2 7 3. 5 3 

余暇 時 間 4. 3 6 4. 1 6 

家事従事時間 5 3 1 5. 1 9 

生活必需時間 2. 4 1 2. 5 2 

ながら時間 2. 3 3 3 o 2 
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肥満型 ヤセ型

1 5人 9 人

7時間 40分 7時間 42分

4. 4 3 3. 2 4 

4. 2 1 4. 3 4 

4. 3 2 5. 3 7 

2. 4 3 2. 4 2 

3. 5 5 3. 5 1 
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新
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図4ム平日の生活時聞からみた余暇の平均

30 

表2

1 h 

匿~雪

隠翠慈雲3
匡童書雪

E二二コ

2h 

外向型

内向型

肥満型

ヤセ型

平日の余曜時聞の平均

外向型

47人

内向型

20人

テレビの視聴 3時間 501} 3時間47分

ラジオの聴取 1 7.8 7分 49.50分

新聞の購読 1 2.1 3 5.50 

読 書 6. 6 0 7. 0 0 

雑誌の購読 32.98 

編 物 27.02 28.50 

和裁・洋裁 13.62 6 O. 00 

雑 談 2.55 36.00 

休 4息 1 0.1 3 3 0.00 

木 彫 5. 1 1 

押 絵 7. 5 0 

リボンフラワー

日 舞 6.38 

整美体 操 2.1 3 

トレーニング 1.9 1 

ボーリング 1.91 

劇 場 13.5 0 

ショッピング

- 38-

3h 3"30' 4h 

肥満型 ヤセ型

1 5人 9 人

4時間o61} 3時間38分

6 0.67分 72.22分

4.67 7.77 

7.33 

0.67 

52.67 1 3.33 

58.89 

1 3.33 42.2.2 

26.67 44.44 

10.00 

4.00 

16.00 



図5 1カ月平均の余畷活動
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表3 1か月平均の余眼活動と各活動の実書傷者のパーセント

余暇吾首¥¥¥外向型 内向型 肥満型 ヤセ型
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1.43 1.55 1.53 1.0 
動 訪 間 66.0 5 O. 0 73.3 44.4 

1.1 5 0.1 5 0.73 。
ス ボ ツ 23.4 5.0 1 3.3 

的
0.23 O. 1 5 。 0.33 

ボウリング 17.0 15.0 22.2 

活 1.23 0.3 0.33 0.67 
ド フ イ プ 36.2 20.0 2 O. 0 44.4 

O. 1 5 0.05 0.27 。
動 ピクニック 1 2.8 5.0 2 O. 0 

動的活動合計
7. 1 5 3.7 5.87 3.44 

15.26 13.45 1 1.8 13.33 
余暇活動の合計
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CASE STUDY ON THE PHYSICAL RECREATION 
IN A URBANIZ1NG LOCAL COMMUNITY 

Shinshiro Ebashi and Hirohide Nagayoshi (University of Tokyo) 

The purpose of this study is to f担dtne changes of leisure time 

activities， especially physical recreation activities， in the process of 

urbanization. 

Our point of view is to make it c1ear that there is a difference in 

leisure time activities between rural and urban area even in the rapidly 

changing city area. 

Oyama city， Tochigi prefecture， was chosen as a typical city 

which is rapidly urbanizing ci句 located30 kilo -meters towards north 

from Tokyo metropo1itan area. 

Survey was made in 1964 and 1970. 

Findings 

1. Rural area residents lack the desire for physical recreation 

activities because of the traditional way of 1iving. Therefore 

physical recreation activities are less prevailing in rural area 

than urban area in a commUility. 

2. This lack of de.sire and the difference of physical recreation 

activities in rural area residents could not be influenced by the 

urbanization of this local community as a: whole， from 1964 to 

1970. 

3. Therefore， the urbanization of this local community as a. whole 

did not fulfilled the gap between urban and rural area in physical 

recreation activities. 
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A STUDY ON RECREATIONAL ACTIVITY OF HIGH SCHOOL 

-State of affairs and problems of athletic meeting and 
physical education festival in high school of Fukuoka Prefecture -

Yoshinori Akiyoshi (Fukuoka University of Education) 

State of affaires and problems of athletic meeting and physical 

education festival were investigated on object of 102 high schools of 

Fukuoka Prefecture. Results of this investigation were conc1uded as 

follows: 

1. At 87 schools (85.3 %) athletic meeting and physical education 

festival were held every year. 

2. At 82 schools (85.3 %) the season for these programs was 

September and October， and it' s frequency at 66 schools (75.9 %) 

was once a ye紅.

3. One half (at 44 schools 50.6 %) was held on week day， last half 

(at 42 schools 48.2 %) on week end. 

4. Main objects of these programs at high school were social fitness 

through massgames. 

5. For planning釦 dmanagement to hold these programs co-works 

with students and teachers. 

6. One half of program contents was competitional event， last half 

was recreational event. 
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ASTUDY ON THE EDUCATIONALEFFECT IN THE 
RECREATION LEADER TRAIN町GCOURSE 

-Especially about the Changes of Attitude -

Kazutoshi Takahashi Humio Okita 
Hidetoshi Nomagutchi Taeko Kawamukai (Tokai University) 
Hideo Suzuki (Kitazato University) 

This paper attempts to investigate the educational effect in the 

Recreation Leader Training Course as measured by the degree of 

changes of the attitude. 

1 set up questions as follows: 

The degree of interest (Q2 -Q5) 

The degree of participation (Ql -Q6) 

The degree of comprehension (Q7a -7d) 

Q.1. To what extent do you think you ever take part in the Recreation 

Event of your Labor Union? 

Q.2. To what extent do you read with care about the articles on 

Recreation of papers and magazines? 

Q.3. To what extent do you want to buy a book on Recreation of less 

than 500 yen? 

Q.4. 1'0 what extent do you voluntarily explain the Recreation Events 

of Labor Union when you are asked it by fellow workers? 

Q.5. To what extent do you attend the meeting when you have a 

appointment with your friend and the meeting falls on抗?

Q.6. To what extent do you think you are an important man to the 

Recreation activities of Labor Union? 
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Q. 7. To what extent do you agree to the opinions as follows? 

Q.7a. It is not especially necessary for Labor Union to think of 

Recreation， because Recreation is a play and it is sufficient 

for people to do favorite things ¥Vhen they want to. 

Q.7b. Recreation is indispensable to the moderns and so everybody 

as well as Labor Union must do. 

Q.7c. Recreation is the play in the leisure time and so those who have 

leisure have no ways how to do. 

Q. 7d. Recreation is， even if they have a little money and time， to be 

enjoyed by original ideas and devices. 

The answers are scored by ways of seventh ranks measure. 

The subject of this study existed among male and female 

recreation leaders who take part in the Recreation Leader Training 

Course. (for two days.) 

The measurement test was given twice at the begining and the 

end of the training course， and the answers were compared strictly. 

The conclutions were that about 50% rn:ake a change in the item 

of the degree of interest and this training produces a good result， in 

the item of the degree of Participation and the degree of Comprehension 

a great change isn't observed. 
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PERSONALITY AND BODY TYPE DIFFERENCES IN THE 
LEISURE BEHA VIOR OF HOUSEWIVES 

Masaru Ikeda and Akemi Etoh (Osaka College of目lysicalEducation) 

The purpose of the present study was to analyze how leisure 

behavior of housewives was affected by their personality as well as body 

type. This was investigated by comparing the leisure behavior patterns 

of extraversion and introversion groups as measured by the scores of 

Yatabe -Guilford Persona1i句Inventory，and over-and under-weight 

groups as measured by the scores of Rohler Index. 

The subjects for the study were eighty respondents who wer‘ 

randomly selected from the middle aged housewives in the suburb 

communities in Osaka. 

Time -budget diary was used as the instrument to analyze their 

activities and experiences over two days， one weekday and sunday. 

The result showed no significant difference of amount of leisure 

time among the above classified groups. The most interesting finding 

was the fact that extraversion group engaged more into active leisure 

pa枇ernssuch as wooderaft， bowling and attending physical fitness 

classes. On the contrary， introverted housewives engaged more into 

passive or solitary activities such as shopping， reading a book and 

cooking. 

τhere were no significant differences of leisure behavior patterns 

between overweight and underweight groups. However， overweight 

housewives "tended to participate more into vigorous or energetic 

activities. 
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表した など

服部洋子 管理、専研究門職階層、主婦の余暇とスポーツに B本体育学会
(武井洋子、 関する 第22回大会号
福永峯子)

青木泰三 野外R活動の現状必守同与と課題 B本体育学大会会
(大阪府立大学) (WV活動一大 クラブ活動の遭難事故調査 第23回大号

から)

塩谷宗雄他 殿場レクリエーションの実施学研とその影響に関 東海大学出版会刊
(大正大学) する調査研究{文部省の科 究費による)

近藤公夫 前飛鳥時代の遺跡の濠境整備に関する研究.(2) 日本造歯学鍋栢4開捧震桧
(奈良女子大学)
n n (ll n 

n 都市部公園緑科地研総モデルデザインの研究 単行報告書
(文省 合研究}

n 
福井文部県一省科乗谷学実研跡の来訪者実態K関する研究 単行報告書
(究〕

M 能登地域統合計画調査 単行報告書(石川県)

n 若狭地域統合計画調査 単行報告書(福井県)

n 自然環境レクリエーション容量の研究 単行報告書(近畿地区】

n 緑道、生活道路の利用実態の研究 単行報告書(大阪府)

n 尼崎市内自然緑地修景計画 単行報告書(尼崎市)

n 堺市街路環境緑化の研究 単行報告書(堺市)

n 緑地環境から見た都市の適正規模 臼本都市学会研究発表

西山勝次
体社育会社学会学的体研究の方法慌論の立場 日本体育学会大阪支部

(大阪産業大学) ー 育学研究 体育学研究論文必11 
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〈紀要〉

研同究研者究者(含)共 研 究 テ 『司F 掲載した資書料名名、 発
表 など

発表年月日

服成部撲 洋子
( 大学)

ポーランド舞踊の民族的表現 成際大学一般研究報告 47年 12月 12日

垣内芳子 グループ・ワーク・レタリエー・ン宮ン・ワー
F 日本社2会0集事業大学紀要 47年 11月 25日

(日本社会事業大学) クの理論を基盤としての一考察

2正金需47ーム指導法の一考察 東海大学紀要体育学部 4 8年 3月 15日
SR による実験を中心に 第2輯

塩谷宗雄他 職場におけるレクリエーショ Y(体操・軽ス 東海大学部第記要1輯 4 5年
ポーツなど】の実施とその影響K関する研究 体育学部

H 職場体育の研究方法 H n 

西山勝次φ スキーの社会的効用Kついて その 1 大阪基督教短大紀要 4 7年

n n その2 大紀阪要成投践稿女中子短大
48年

n スキーの社会学的検討 大阪産業大学紀要投稿中 48年

(共・研〕

ゐ争〈桃威暗山主学汝院刊大号E〉L〉) 

氷長((桃桃谷山山川谷学学院院修峯大大一)郎男) 

t浦位F阪置井車工3業3耳良大太品学郎} 大
志水峡子 都市住民の余暇生活に関する研究

家(政奈学良研女究子大学)投稿中

藤(奈良井女子彰大卒子) 

エ宅義信 スー寒h冷レス要因の条件とその適応、K関する研究 尽自都然科女学子大論学集第4号 4 7年 3月
(京都女子大学)

、暑熱刺激に対する反応Kついてー

H ストレス要因の条{牛とその適し応に関する研究
京自都然女科学子大論学集第5号

48年 3月
一寒冷等をストレッサ』と てー

越智三玉他 説教育改革に関する、体育学的、未来学的 東海大学(第紀要 学生生活 46年7月
(東海短大〉 研究所 1輯1

n n ( n報) H (第2輯) 47年6月 30日

越智三王他 職場にお等るレクリエ -VaYの(体操・軽 東海大学(体育学部)紀 4 6年 3月

塩谷宗雄
スポーツ )実施とその影響に関する研究 要

松延陽一 クラブ活動を中心とする課外活動の研究 福岡大学体育学研究 46年 3月 31 B 
〈福岡大学)

H 課外体育の研究f大 福岡大学体育学研究 48年 3月
AAHPERの 学の1MJの提夢とその考 3-12 
察
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〈雑誌・その他〉

研究者者(含)共
同研究

研 究 ア "'" 
掲載資料書名名、発
表した など

発表年月日

前野淳一郎 観光開発への反省と課題、実践過程における 観 光 4 5年7月

{只ペースコyサIt- 問題点
タ:/，y鞠)
H 地域の環境開発と広域レクリエーシヨンスペー ランドスクープ 4 0年 3月

ス

H 観光開発輪へのアプローチ 観 光 47年3月
観光開発tc"発想の転換"を

H 余暇開発とマークティ Y グ、レジャー・コン マークティングと広告 47年8月 2年間
ピナートへの展望

H ~、3、} 国 百科年鑑(平凡社) 4 8年3月

佐。冨島瀬中央一高校夫) 
福島県内のレクリエーション行事分析 レクリエーション 4 7年9月

青木泰三 生涯教育とレクリエーション 動労青年教育 4 7年3月
(大阪府教委】

n 余暇とレ・クリエーション 少年補導 4 7年3月
(大阪少年補導協会)

H 高校登山の事故防止 体育科教育 4 7年 10月

垣内芳子 老人のための体操 くらしの友 46年3月

H 現代骨子の身体の発達をはばむもの 教育ノート 4 6年 10月

H 老人の体操 明るい暮し 4 6年 11月

H みんなで仲よく戸外で静まう 毎日小学生新聞 48年1月

H 正月の遊びと子ども 阜稲田学報 47年1月

H 子どもと遊び 東京の子ども 4 8年3月

山崎 進 レクリエーショングッズの需用と販売 流通新聞 4 6年8月

(相模女子大学)
子どものよろとぶホームメードの正月の遊び 日経ショッピング 47年 1月" 

H フアミ自ーライフサイクJレとレクリエーショ レクリエージョン 4 7年10月
ンの意義

11 余暇の善用(週休二日制とレク〉 家庭科学 5 7集

寺岡一郎 余蝦活動指導者のイメージの実体調査アンク 府青民少年の大阪及び 48年8月

(大阪ユ.-Aiル協uぇ会テ) ート スポーツ 48年 7月

H 青少年野外題旅行活動施設の質的、量的変化と 大阪ユースホステル協会 48年3月
今日的課 時報

金崎良三 バレーポール・ブームK関する一考察 4 8年1月

(九州大学) ー全日本男子テームの熱狂的ファンを対象1'(- バレーポール

進士五十八 自然要素の評価による自然地域の保護と利用 国立公園275号 4 7年 10月
計画手法についてのクーススタディ

松延陽一 絞内スポーッの運営と審判のために 体育科教育12月号 4 7年 12月

鈴(福木島大勝学)衛
レクリエーション団体の現状とその問題点 体育時報 .( 5年9月

佐瀬一夫

近藤公夫 地球環境tcir-ける OUz輪廻の変化tc関する研究 遊園雑誌 48年3月

マ津昔動美学?
レク 9エーション論 女子体育 4 5年 12月
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服部洋子l勤労婦人の余暇ーッ ヒ竺 4 7年 11月

〈著書〉

研究者(含共
研 究 テ同研究者)

て才 掲載した資料書名、 発
表 名など

発表年月日

瀬正同志口社大学彰】
レジャーに対する要求性向 同志社保健体育 4 7年3月

塩谷宗緩 1. 職場体育研究の現状と将来 現代体育学研究法 4 7年 3月

2. 労働形態と体格に関する研究 11 11 

近藤公夫 環境修景論 単行図書(地球社) 48年4月

松延陽一 クラフ・活動と校内スポーツ 券流社 48年 6月20日
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《研究後関紹介(その2) )) 

国民生活センター(所在地}東京都港区高輪5の 13の22

国民生活センターは、昭和 45年 5月 2 3日

K公布された国民生活センター法κ基〈全額政

府出資の特殊法人です。

法律の第一章第一条K見られる「……国民生

活の安定及び向上K寄与するため、総合的見地

から、国民生活K関する情報の提供及び調査研

究を行なう……Jというとと{目的)からもわ

かるよう K、情報の収集と提供のための5本の

柱(普及7啓発、相談、試験・検査、情報管理、

調査研究)を設けています。

普及・啓発部門では、豊かなぐらしづ(tを

めざし、テレビ・ラジオ・出版物などを通じて、

タイムりーな生活情報の提供を行っています。

出版物も日々の〈らしに役だっととをモットー

に、テレビ・ラジオとの役割を考慮し、季刊、

月刊、半月刊という構成Kなっています。

相談部門では、〈らしの一般相談、商品・

サービスの苦情相談、法律相談等多岐Kわたっ

ていますが、商品・土地・住宅・経営労働とと

もκ、時代を反映して文化、生活環境、保健と

いった相談が埼えているととも事実です。

安全で信頼のできる消費財をもっととは、豊

かな消費生活の基礎的条件であるとして、試験

・検査部門が担う役割jもとみK大きくeなってい

ます。

情報管理部門では、国民、行政機関、企業か

ら集めた資料ととも K、世論調査Kよって得ら

れた資料を基縫資料としてデータ化し、国民の

生活意識や動向を通い続けていまナ。とれらの

情報は、国民生活統計集等を中心K毎年発行さ

れてb 夕、めまぐるし〈変化する今日の国民生

活の動向を知る上で、欠かせ念いものです。

調査研究Kは、センター自身が行なうものと

関係機関からの受託調査があbます。 48年度

の主な調査、研究のテーマは次のようなもので

した。

o老令期生活の社会階層性K関する研究

o地方都市の近隣関係

o生活意識K関する研究(生活行動と価値意識〉

o階層移動と家庭生活歴K闘する研究

o大都市ニュータウンの居住形態と生活環境K

関する研究

o公害問題K対する行政bよび住民の対応過程

K関する研究

o消費者教育の現状と課題K関する研究

とのよう K、非常に広範な国民生活の動向を

把握し、提示するセンターの役割は、社会の一

部K生じた問題が、国民生活のどの方面に影響

を及ぼしてhるのか知る上でも極めて重要であ

夕、微妙K揺れ動〈国民の心理情況と、種々の

領域の影響をまともに受けるレジャー・レクリ

エーション界にとって、貴重な資料を提供して

いるといえましょう。

(機構図)
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財団法人 日本余額支化振興会

(所在地}東京都港区芝西久保巴町2番地 第7森ピJJ，

危機的状況にある現代の国民生活の解決K、

余暇の果たす役割の大きいととを痛感し、国民

サイドの生活者の視点、から、余暇Kよる人間性

の回復と生きがいの感得をめざしているのがと

の振興会です。

昭和 48年 4月1日から業務を開始し、具体

的行動の場となる「余暇サロン」を全国各地K

設置じ、コミュニティ・レジャーの奨励をはか

bつつあbます。

とれは、地域社会κ会ける住民の余暇学習の

啓発と余暇行動の実践をと bして、とくに教養

・趣味の向上、体育・レクリエーションの充実、

市民性・社会連帯意識の酒養、国際理解・国際

協力の促進、団体活動・ボランティア活動の奨

励などを積極的K展開しようとするもので、各

種学校、社会教育団体、企業体、自治体左どの

有志が設置し、会の協力指導を受けて経営Kあ

たPます。

調査研究部門は、との総合開発部と並列し、

余暇行政研究開発室と余暇学習研究開発室の二

つからなb、余暇問題に関する総合調査・研究

から、各種学校を対象とする余暇学習K関する

教育システムとそのファシリティの開発のため

の調査・研究まで、広い領域κわたっています。

そして、との調査・研究部門の成果を直接享

受できるよう K、サロン会員 Kは次のような特

典も設けられています。

1. 余暇問題懇談合会の参加

2. 余暇学習研究会、余暇指導者研修会等へ

の優先参加

3. 各界著名人Kよる講演会の傍聴

4. 研究員報告会の参加

5. 研究報告書の購入

6. 機関紙その他余暇情報資料等の提供

7. サロン経営の援助

それゆえ、研究内容についても、自ら国民サ

イドの生活者K直接寄与するようなものが取P

あげられて$>t、今後、ユニークな研究が積み

重ねられてゆくことが期待されます。

振興会は、生涯教育の理念を基調としている

ため、他機関との関連は次のよう Kなってhま

ナ。

;余暇文化研究所 i
』・---T"---ーー・___J 
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|現代職場レクリエーション基礎理論|
余暇生活をめぐる価値観の変化に対応する新しい職場レクの展開手法を詳述

した実践的理論書
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企業が考える職場レクの必要性 職場レク リエーシ ョンの効果
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職場レクのプログラミング

勤労者の心身とレクリエーション

労働の心身に及ぼす影響と余暇生活
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